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／　　　　　　　　　　　　　序

岡山市は2005年3月に御津郡御津町、児島郡灘崎町を編入し、07年1月に

は御津郡建部町、赤磐郡瀬戸町を編入しました。それによって、人口約69万5千人

（08年3月末日現在）、面積約790niとなりました。岡山県のみならず、中四国地方

を代表する都市となりました。そして、2009年4月には政令指定都市になるこ

とが決定しています。

このように未来へ躍進する岡山市ですが、太古においては、吉備国の中心の大半

を占めていました。そのため、古代文化が栄え、造山古墳に代表される大型古墳を

はじめ、約2，710の遺跡が残されています。編入した各町もそれぞれに歴史を有し、

御津町210、灘崎町約90、建部町約210、瀬戸町約370の遺跡（改訂岡山県遺跡地図

（2003）調べ）が存在しています。編入によって、それら旧町域の遺跡の保護、保

存も岡山市の業務となりました。

今回報告する新庄尾上遺跡は旧御津町に存在する遺跡です。旧町教育委員会の調

査で鳥装の人物の絵画土器が出土したことで知られていましたが、全体の報告書は

未刊のままでした。新庄尾上遺跡出土遣物の管理、活用も岡山市の業務となったこ

とを機に再整理し、本報告書を刊行することになりました。

最後になりましたが、本報告書が歴史研究の資料として、多くの方々にご活用頂

ければ幸いに存じます。

平成21年3月31日

岡山市教育委員会

教育長　山　脇　　健



例　　言

しんじょうおのうえいせき

1　本書は、岡山県営圃場整備事業五城北地区に伴う新庄尾上遺跡の発掘調査報告書である。

2　新庄尾上遺跡は岡山市御津新庄640番地他に所在する。

3　発掘調査は御津町教育委員会（当時）が実施し、長谷川一英が担当した。

4　本書の作成は岡山市教育委員会　岡山市埋蔵文化財センターが実施した。

遺物の実測は草原孝典、高橋伸二、河田健司、岡本芳明、田嶋正憲、西田和浩が行った。

本書の執筆は第Ⅳ章第2節を西田が、その他は長谷川が行った。

5　図面の浄書は木村真紀、石井亜希子、山元尚子が行った。遣物の写真撮影は西田が行った。

6　出土遺物、図面、写真等は岡山市教育委員会で保管している。

7　本書の編集は長谷川が行った。

凡　　例

1　本書の高度値は標準海抜高（T．P．）である。

方位は図1～4が真北、他が磁北である。新庄尾上遺跡付近の磁針方向は西偏約7080′である。

2　遺物実測図の縮尺率は土器1／4、石器2／3、土・鉄製品1／2を原則とする。また、石器にはS、

土製品にはD、鉄製品にはMの略記号を用いている。

3　実測図等の遺跡名称は新庄尾上（ShiNJoU－（）料oUE）、または、略号SONとし、その後に調査

年度の西暦の下2桁を示した。89年度は二次に分かれたため、2次調査を89－2とした。

4　土器類観察表の色調は『新版標準土色帖第29版』（2007）による。

5　調査に際して、1つの調査単位を1つのトレンチとし、岡山県教育委員会調査のトレンチ番号に

続き、調査開始順に27から順にトレンチ番号を付与した。

本書の記述においても調査時に付与したものを踏襲しているが、89年度の調査地が90年度の調

査地を挟む様な位置のため、89年度2次調査と90年度調査のトレンチ番号を下表の様に変更した。

ただし、この新トレンチ番号は本書の記述にのみ使用しているものである。遺物の収納箱、図面、

写真等には調査時に付与した旧トレンチ番号が記載されている。利用の際には注意されたい。

トレンチ番号変更表

新 トレ ンチ 番 号 旧 トレ ンチ 番 号 新 トレ ンチ 番 号 旧 トレ ンチ 番 号

5　4 6　2 6 1 5　9

5　5 6　3 6　2 5　8

5　6 6　4 6　3 5　7

5　7 6 1 6　4 5　6

5　8 6　0 6　5 5　5

5　9 6　6 6　6 5　4

6　0 6　5



6　遺物は、取り上げ単位ごとに、取り上げ年月日を優先して、01から遺物番号を付与し、別途作

成した遺物台帳に遺物番号順に出土トレンチ、年月日、層位、遺構を記録している。

遺物への注記は略号、調査年度（89年度2次調査のみ89－2とする）、遺物番号のみとしている。

7　遺物の取り上げ、本書の記述に際して、以下の略記号を使用した。

SB・‥竪穴建物・掘立柱建物

SD‥・溝・流路

SK‥・土墳

S P‥・ピット

各遺構種別ごとに、検出順に01から遺構番号を付与し、略記号の後に示した。年度ごとに01か

ら遺構番号を付与したため、同じ略記号、遺構番号のものが年度ごとにある。本来ならば、整理す

べきであろうが、新旧番号を対照する際の組酷を避けるため、調査時に付与したものを踏襲してい

る。

本書の記述に際しては、略記号と遺構番号の間にに調査年度（89年度2次調査のみ89（2）とする）

を付して、略記号、調査年度、遺構番号と記述して識別している。

8　本書の記述において、一般的には『竪穴住居』と呼ばれているものを指すのに、『竪穴建物』と

いう呼称を用いている＊。これは、その構造物の使途が判明しない状況で、『住まい』を表す『住

居』という言葉で、その遺構の性格を決定することが疑問であるからである。

＊長谷川一英1998「まとめ」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告9鍛冶屋谷遺跡』御津町教育委員会
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図1　新庄尾上遺跡位置図

図2　新庄尾上遺跡周辺遺跡分布図

図3　東区遺跡範囲・トレンチ分布図

図4　西区遺跡範囲・トレンチ分布図
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図36　SB8901炭化材検出状況平面・断面図
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図112　土器実測図（5）

図113　土器実測図（6）
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第I章　地理的・歴史的環境

岡山市御津地区は岡山市の北部、岡山県のほぼ中央に位置する。地域の約8割は山林である。山地

は比較的侵食、風化が進み、低平な丘陵状を里しているが、西部には吉備高原へ続く標高400m級の

山地もみられる。その山地の間を縫うように流れてきた中小河川は、地区の中央を商流する旭川に注

ぎ込んでいる。それらの河川沿いに平地が形成され、集落の多くはそこで営まれている。

気候は瀬戸内式気候で、夏季は降雨が少なく、冬季は比較的温暖である。近年まで水稲栽培を中心

とする農業が主要産業の静かな農村であったが、工業団地への企業の立地や宅地開発によってその姿

は変貌しつつある。

新庄尾上遺跡は行政的には岡山市御津新庄に位置する。2005（平成17）年3月の『平成の大合併』

以前は御津郡御津町大字新庄であった。さらに、1953（昭和28）年4月の『昭和の大合併』以前は

赤磐郡五城村大字新庄であった。さらに、1889（明治22）年6月の合併以前は赤坂郡新庄村であっ

た。

地理的に見ると、旭川の支流である新庄川の中流域の東岸に位置する。周辺の地形は、新庄川によ

って形成された平地を標高200m近い山地が取り囲む盆地状を呈している。新庄尾上遺跡は、桧撫山

の北麓、寺部川へ向かう緩斜面上に立地する。遺跡内の比高差は多い所で13．6mに達する。新庄尾上

遺跡周辺の地質は花崗岩質で、表層風化によって真砂土を生成してる。出土した土器にも含まれ、遺

存状態を悪化させる一因ともなっている。遺跡の調査前の状況は耕作地であった。

新庄尾上遺跡は古くから知られ、遺物も採集されていたが、周辺の遺跡としては2基の前方後円墳

をはじめとする数基の古墳と山城が知られているのみであった。1980年代後半から90年代前半にか

けて施工された圃場整備事業に伴う分布調査や発掘調査によって、平地のほとんどに遺跡が存在する

ことが明らかになってきた。

縄文時代の遺物は、鍛冶屋谷遺跡から草創期の有茎

尖頭器と後・晩期の土器が、平岡西遺跡から早・前・

晩期の土器が、寺部遺跡、伊田沖遺跡から後・晩期の

土器が出土しているが、この時期の遺構は検出されて

いない。

弥生時代、特に後期になると遺跡数は爆発的に増加

し、新庄尾上遺跡や前述の遺跡の他に、年次遺跡、矢

知遺跡、赤鉢遺跡、新庄原遺跡、上伊田遺跡と平地は

全て遺跡といった情況を呈する。これらの遺跡は以降

も引き続き営まれている。発掘調査が行われた平岡西

遺跡、鍛冶屋谷遺跡、上伊田遺跡からは後期の竪穴建

物が検出されている。また、岩井山古墳群の下層から

中期の竪穴建物が2棟検出されている。山麓からの比

高差40m以上の地点である。高地性集落が存在するの

であろうか。

ー1－

図1　新庄尾上遺跡位置図



図2　新庄尾上遺跡周辺遺跡分布因

ー　2　－



古墳は、南西方向から新庄尾上遺跡の位置する平地へ至る峠越えの陸路を挟む様に2基の前方後円

墳が存在する。天神鼻1号墳（墳長20．5m）との八つ塚古墳（墳長33m）である。八つ塚古墳からは

円筒埴輪、形象埴輪の出土が報告されている。また、平地の周囲の高台には墳径10数mの小円墳が

数基存在する。そのひとつ、天狗古墳は、新庄尾上遺跡の北側の天狗山々頂に存在する。径16m、

高さ1．4mの列石をもつ墳丘に、現状で長さ3．7m、幅0．6m、高さ0．7mの横穴式石室がみられる。こ

れら以外にも古墳が存在していたようで、鍛冶屋谷遺跡から埴輪片が出土している。

奈良時代になると赤鉢遺跡からこの時期の須恵器が多量に出土している。また、平岡西遺跡から線

粕陶器が、寺部遺跡から円面硯が出土している。寺部遺跡はその地名と併せ考えると寺院が存在して

いたのかもしれない。

平岡西遺跡や寺部遺跡からは古代から中世の掘立柱建物が検出されている。山裾の処々に建物が並

び、その周囲に水田が広がるといった現在の景観はこの頃から続くものであろう。

中世になると御津地区は水陸交通の要衝であったことから、20を超える山城が築かれた。特に、

新庄尾上遺跡周辺には大烏帽子城、地頭城、矢知城、西谷城、松撫城と、『五城』地区と呼ばれると

おり多くの山城が築かれた。
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御津町1985　『御津町史』御津町

平井泰男1986　「新庄尾上遺跡ほか」『蓬池尻遺跡新庄尾上遺跡ほか美野条里遺跡二反田B遺跡ほか』岡山県教育委員会

御津町教育委員会1976

御津町教育委員会1988

御津町教育委員会1990

御津町教育委員会1991

御津町教育委員会1992

御津町教育委員会1998

御津町教育委員会2005

『岩井山古墳群』御津町教育委員会

『伊田沖遺跡』御津町教育委員会

『寺部遺跡』御津町教育委員会

『平岡西遺跡Ⅱ』御津町教育委員会

『平岡西遺跡I』御津町教育委員会

『鍛冶屋谷遺跡』御津町教育委員会

『上伊田遺跡』御津町教育委員会

1佐野古墳　2大鳥帽子城跡　3地頭城跡　4年次遺跡　5矢知城跡　6矢知遺跡　7須道山古墳

8平岡西遺跡　9鍛冶久古墳　10天狗古墳11寺部遺跡12経畔古墳13熊野神社古墳

14新庄尾上遺跡15鍛冶屋谷遺跡16松・撫城跡17新庄原遺跡18西谷城跡19熊谷城跡

20天神鼻1号墳　21天神鼻2号墳　22天神鼻3号墳　23天神鼻4号墳　24八つ塚古墳

25岩井山18号墳　26岩井山19号墳　27岩井山20号墳　28岩井山22号墳　29岩井山9号墳

30岩井山12号墳　31岩井山16号墳　32岩井山17号墳　33寺山城跡　34散布地　35散布地

36酒屋谷遺跡　37伊田沖遺跡　38散布地　39上伊田遺跡　40宅美池遺跡　41宇那山城跡

42宇那山古墳

○は消滅した古墳
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第I章　調査に至る経緯と経過

第1節　調査に至る経緯

御津町では1980年頃から県営圃場整備事業が計画され始めた。当初は町域の中心部である宇垣地

区等を対象に施工されていたが、84年には新庄尾上遺跡周辺の五城北地区でも計画され始めた。84

年12月17日付で、岡山県岡山地方振興局（以下振興局）から計画地区内の周知の遺跡の取り扱いに

ついての協議文書が岡山県教育委員会（以下県教委）へ提出された。協議の結果、工事着手前に確認

調査を実施することとなった。

県教委ではそれに基づき、新庄尾上遺跡の規模、状況等を明らかにするための発掘調査を1985年

12月から86年1月にかけて実施した。調査は圃場整備予定範囲の田畑に26ヶ所のトレンチを掘削し、

遺物、遺構の確認、土層断面観察及び図面作成、写真撮影等の記録を作成した。調査の結果、新庄尾

上遺跡は大きく東西に分かれ、規模は約35，000I正を測り、弥生時代中期から古墳時代を中心に古代、

中世に至る集落跡の存在が想定されることとなった。

県教委による確認調査の結果を基に、振興局、県教委、御津町役場、御津町教育委員会（以下町教

委）等関係機関で遺跡保存のための協議を重ね、削平部分を極力少なくする様、設計変更がなされた。

しかし、圃場整備予定範囲の斜面は比高差が10mもあり、効率的に耕作面積を確保するためには高

位部を削平し、その発生土をもって、低位部を埋め立てざるを得なかった。水路、道路部と併せて約

15，000m？については掘削することとなった。この部分についての事前の記録保存のための発掘調査は

受益者である御津町で実施することとなった。

町教委は1988年11月7日、東区から現地の調査を開始した。89年3月31日、88年度の調査を終了

した。

引き続き、89年度の調査に着手する予定であったが、88年11月に発見された鍛冶屋谷遺跡の調査

を優先させることとなった。新庄尾上遺跡の範囲内の地権者の方々をはじめ関係機関のご理解によっ

て、西区の中央部分の調査を90年度に延期し、鍛冶屋谷遺跡の調査期間を捻出した。89年度の調査

は4月1日から6月26日まで実施した後、一旦中断し、鍛冶屋谷遺跡の調査を実施した。11月15日

から新庄尾上遺跡の調査を再開し、90年3月31日、89年度の調査を終了した。

延期した部分を対象とした90年度の調査に引き続き着手する予定であったが、またしても、岡山

市消防局北消防署御津出張所建設に伴う原遺跡の調査を優先させることとなった。再度、西区の中央

部分の地権者の方々をはじめ関係機関のご理解によって、90年度の調査開始を延期し、原遺跡の調

査期間を捻出した。90年度の調査は、原遺跡の調査終了後、7月5日から開始し、91年2月5日、

延べ調査期間20ケ月、調査面積16，000正、出土遺物整理箱140箱の新庄尾上遺跡の調査を終了した。

調査と並行して整理作業を行い、現地での調査終了後も作業は続いた。出土遺物の洗浄、注記、一

部の接合まで行って収納した。絵画土器については資料紹介をし、2003年3月に開館した御津町郷

土歴史資料館で展示公開してきた。

しかし、全体の正式な報告書は作成されていないため、新庄尾上遺跡の実態について明らかにされ

ないままであった。岡山市との合併に伴い、遺物の所管も岡山市教育委員会になった。そこで、

2008年度事業として報告書を作成することになった。　　　　　　　　　　　（関係機関名は当時）
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調査協力者（敬称略　関係機関名は当時）

岡山県岡山地方振興局・岡山県教育委員会・岡山県古代吉備文化財センター・御津町役場・地元地権者

報告書作成体制

岡山市教育委員会事務局

教　　育　　長

文化財課長

文化財副専門監

主　　　　　査

主任（経理員）

主査（担当者）

山根　文男

山脇　健

神谷　正義

乗岡　実

扇崎　由

柿本　貴子

長谷川一英

第2節　調査日誌（抄）
1988年

11月7日　27トレンチ調査開始

11月10日　28トレンチ調査開始

11月12日　29トレンチ調査開始

11月14日　30トレンチ調査開始

11月17日　31トレンチ調査開始

11月19日　32トレンチ調査開始

11月21日　29トレンチ調査終了

1989年

1月9日　89年の調査開始

1月10日　34トレンチ調査開始

1月12日　33トレンチ調査終了

1月13日

1月18日

1月21日

1月25日

1月27日

1月31日

35トレンチ調査開始

34トレンチ調査終了

36トレンチ調査開始

38トレンチ調査開始

37トレンチ調査開始

35トレンチ調査終了

36トレンチ調査終了

37トレンチ調査終了

2月1日　39トレンチ調査開始

（平成20年8月31日まで）

（平成20年9月1日から）
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12月7日　27トレンチ調査終了

12月5日　28トレンチ調査終了

12月8日　30トレンチ調査終了

12月10日　32トレンチ調査終了

33トレンチ調査開始

12月23日　31トレンチ調査終了

12月27日　88年の調査終了

2月3日　38トレンチ調査終了

40トレンチ調査開始

2月4日　41トレンチ調査開始

2月6日　39トレンチ調査終了

2月7日　43トレンチ調査開始

2月9日　40トレンチ調査終了

2月13日　41トレンチ調査終了

2月14日　42トレンチ調査開始

2月23日　42トレンチ調査終了

3月3日　西区へ機材移動

3月6日　44トレンチ調査開始

3月7日　43トレンチ調査終了

3月9日　並行して平岡西遺跡調査開始



3月11日　45トレンチ調査開始

46トレンチ調査開始

3月17日　46トレンチ調査終了

3月18日　45トレンチ調査終了

3月25日　47トレンチ調査開始

3月31日　平岡西遺跡調査終了

4月7日　48トレンチ調査開始

4月21日　44トレンチ調査終了

4月27日　47トレンチ調査終了

4月29日　49トレンチ調査開始

5月3日　48トレンチ調査終了

5月9日　50トレンチ調査開始

5月13日　49トレンチ調査終了

5月16日　51トレンチ調査開始

5月22日　50トレンチ調査終了

1990年

1月8日　90年の調査開始

1月22日　64トレンチ調査開始

1月23日　65トレンチ調査終了

1月24日　64トレンチ調査終了

63トレンチ調査開始

2月27日　62トレンチ調査開始

2月28日　63トレンチ調査終了

3月16日　62トレンチ調査終了

61トレンチ調査開始

3月31日　61トレンチ調査終了

原遺跡へ機材搬出

7月5日　90年度調査開始

表土機械掘削開始

1991年

1月7日　91年の調査開始

1月28日　59トレンチ調査終了
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5月24日

5月27日

5月29日

6月8日

6月26日

6月27日

52トレンチ調査開始

51トレンチ調査終了

53トレンチ調査開始

52トレンチ調査終了

53トレンチ調査終了

鍛冶屋谷遺跡へ機材搬出

11月15日　89年度2次調査開始

表土機械掘削開始

11月23日　表土機械掘削終了

11月24日　鍛冶屋谷遺跡から機材搬入

66トレンチ調査開始

12月25日　65トレンチ調査開始

12月27日　66トレンチ調査終了

89年の調査終了

7月10日　表土機械掘削終了

58トレンチ調査開始

8月7日　57トレンチ調査開始

8月9日　58トレンチ調査終了

9月7日　57トレンチ調査終了

54トレンチ調査開始

10月16日

10月17日

10月24日

10月29日

12月5日

12月6日

12月8日

55トレンチ調査開始

54トレンチ調査終了

55トレンチ調査終了

56トレンチ調査開始

56トレンチ調査終了

60トレンチ調査開始

60トレンチ調査終了

59トレンチ調査開始

12月27日　90年の調査終了

2月5日　新庄尾上遺跡から機材搬出

調査終了



第Ⅱ章

圃場整備の施工方法は現状で2－3段に分かれている田畑を1段にして1段当たりの耕作面積を拡

大するものである。高位側の田畑を削平し、その発生土を以って低位側の田畑に盛土を施し、両者を

水平にするのである。遺跡保存のため、調査対象地を遺跡範囲内の削平される部分に限った。そのた

め、調査地が点在するような状況となった。

原則として、段差、水路によって区画される部分を一つのトレンチとして、トレンチ番号を付与し

た。また、県教委調査時のトレンチと区別するため、県教委のトレンチ番号1～26に続いて、27か

ら付与した。遺跡が東西に分かれるため、東区が27～43、西区が44－66トレンチとなった。

寺
川

図3　東区遺跡範囲・トレンチ分布図（数字はトレンチ番号）
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西区遺跡範囲・トレンチ分布図（数字はトレンチ番号）
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27トレンチ

27トレンチは東区の南端で、調査範囲内では最も高所である。地山面で標高82．6～83．1mで、緩や

かに北へ傾斜していた。遺構面は地山面上に堆積していた灰色砂質土層を除いた面で、、地山面1両の

みであった。灰色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、備前焼、青磁、磁器が出土

した。竪穴建物、溝、土壌、ピットを検出した。

竪穴建物SB8801はトレンチ東半で半円を措く溝とその内側でピットを検出したのみであるが、壁

体溝、中央穴をもつ径5．5mの円形竪穴建物の南半部分である。他の部分は後世に削平されていた。

壁体溝は幅0．2m、深さ0．05mである。中央穴の掘方は平面楕円形、長径0．5m、短径0．4m、深さ0．4

mで、斜めに掘り込まれていた。上面に厚さ0．05mの木炭の堆積がみられた。また、北東、南西、西

の三方に幅0．3m、深さ0．05～0．2mの溝が延びていた。柱穴の掘方は平面円形、径0．35－0．5m、深さ

0．4～0．7mである。共伴関係は不明だが、柱は4～6本であろう。壁体溝、中央穴から弥生土器が出

土したが、摩滅が著しい。詳細な時期の決定は困難だが、弥生時代後期に位置付けられよう。

壁体溝の外側で、壁体溝に並行する幅0．2m、深さ0．05mの円弧を措く溝を検出した。壁体溝なら

ば、径5．5mの建物を径6．3mに拡張したのかもしれない。

溝はトレンチ北辺西端で2条検出した。東西方向で、幅0．2m、深さ0．1mである。

土壌はトレンチ西端で1基検出した。平面長円形、長径0．7m、短径0．5m、深さ0．05mである。

ピットはトレンチ中央と西端で7基検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．1mである。

いずれも遺物の出土はみられなかった。

28トレンチ

28トレンチは27トレンチの北側である。地山面で標高81．7－82．0mで、緩やかに北へ傾斜していた。

遺構面は2面を検出した。

第1遺構面は黄赤色粘質土層を除いた面である。黄赤色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、

瓦器、備前焼、サヌカイト製石鉄が出土した。溝、ピットを検出した。

溝は3条検出した。田面の長辺方向に並行する東西方向で、幅0．2～0．3m、深さ0．05mのもの2条と、

トレンチ中央をほぼ東西に横断する幅0．4～1．4m、深さ0．1mのSD8804である。前者は近現代の耕作

に伴う鋤溝である。後者の底面は西に傾斜していた。流水によって形成されたものであろう。弥生土

器（1・2・3・4・5・6）、土師器、須恵器が出土した。

ピットは14基検出した。平面円形、径0．2m、径0．1～0．2mである。トレンチ北西端の1基からのみ

土器の小片が少量出土したが、摩滅が著しい。

第2遺構面はトレンチ北半の地山面上に堆積していた褐灰色粘質土層を除いた面で、地山面であ

る。褐灰色粘質土層からは弥生土器が出土した。トレンチ北半で多数のピットを検出した。平面円形、

径0．2－0．7m、深さ0．1－0．3mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師

器が出土したものもある。
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図5　27トレンチ遺構面・28トレンチ第2遺構面・29トレンチ遺構面平面図
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図6　SB8801平面図

29トレンチ

29トレンチは28トレンチの北東側である。地山面で標高80．7～81．3mで、北へ傾斜していた。遺構

面は地山面上に堆積していた灰茶色粘質土層を除いた面で、地山面1両のみであった。灰茶色粘質土

層からは土師器、須恵器、瓦器、備前焼が出土した。溝、ピットを検出した。
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図7　SB8801土層断面図

図8　28トレンチ第1遺構面平面図

溝はトレンチ北半で1条検出した。東西方向で、幅0．8m

程度、深さ0．3mである。底面は平坦である。遺物の出土は

みられなかった。

ピットはトレンチの北側と南側で検出した。平面円形の

ものと不定形な長円形のものがある。円形のものは、径0．1

～0．2m、深さ0．1m程度である。長円形のものも深さ0．1m

程度である。土師器、須恵器の小片が出土したものもある。

30トレンチ

30トレンチは28トレンチの北西側

であるが、調査対象地に既設の里道

を含むため、それを避けて限定的な

調査になった。地山面で標高80．8～

81．3mで、北へ傾斜していた。遺構

面は地山面上に堆積していた灰褐色

砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。灰褐色砂質土層からは土

師器（7・8・9・10）、須恵器、瓦質土器、備前焼が出土した。遺構面は

高さ0．2mの段差を挟んだ2段の平坦面から成る。溝、土壌、ピットを検出し

た。

溝は東西方向のものを2条検出した。幅0．3～0．6m、深さ0．1mである。
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図9　30トレンチ
遺構面平面図



東側のものから土師器が出土した。

土壌は3基検出した。形状は様々で、深さ0．1～0．2mである。遺物の出土はみられなかった。

ピットは12基検出した。平面円形、径0．2～0．4m、深さ0．1～0．2mである。土器が出土したものも

あるが、いずれも小片で摩滅が著しく、時期等は不明である。

31トレンチ

31トレンチは道路予定地のため東西方向に約50mの長さである。地山面で標高78．7～79．2mで、北

へ傾斜していた。遺構面は2面を検出した。

第1遺構面は黄赤色砂質土層を除いた面である。黄赤色砂質土層からは土師器、須恵器、瓦器、備

前焼が出土した。トレンチ中央付近で土壌、ピットを検出した。

土壌は平面楕円形、長径1m前後、深さ0．1－0．2mである。少量の弥生土器、土師器が出土したも

のもあるが、いずれも小片で摩滅が著しい。

土壌群の西側で検出した落ち込み状のものは東西12．5m、南北2m、深さ0．05－0．1mで、底面は東

へ傾斜していた。弥生土器、土師器、須恵器が出土した。流水によって形成されたものであろう。

ピットは平面円形、径0．2－0．3m、深さ0．05～0．1mである。遺物の出土はみられなかった。

第2遺構面はトレンチ北半の地山面上に堆積していた茶褐色粘質土層を除いた面で、地山面であ

る。茶褐色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、備前焼、青磁が出土した。

竪穴建物、溝、土壌、ピットを検出した。

竪穴建物はトレンチ東辺で南北に2棟検出した。

北側のSB8803は深さ0．3mの竪穴の床面からロの字形の溝とピット5基を検出した。壁体溝、中央

穴をもつ4本柱の一辺5．1mの方形竪穴建物である。壁体溝SD8807は幅0．3m、深さ0．1mである。中

央穴の掘方は平面楕円形、長径0．8m、短径0．6m、深さ0．5mで、斜めに掘り込まれていた。周囲に木

炭が薄く堆積していた。柱穴の掘方は平面楕円形、長径0．4－0．8m、短径0．35～0．5m、深さ0．2－0．45

mである。床面が赤変し、木炭が堆積していたことから、火災で廃絶したことが窺える。竪穴の埋土

から弥生土器（11・12・13・14）、壁体溝SD8807から弥生土器（15・16・17）、柱穴から弥生土器

が出土した。時期は弥生時代後期後葉に位置付けられよう。

南側のSB8802はトレンチ外の南へ延びる円弧を措く、幅0．2m、深さ0．05mの溝を検出したのみで

ある。遺物の出土はみられなかった。壁体溝とすれば径2．8mの円形竪穴建物に復元できる。

溝はトレンチ西半で1条検出した。32トレンチへ延びる落ち込みへつながる。幅0．9m、深さ0．2m

である。

土壌はトレンチ北辺で検出した。平面長円形、長径1m程度、深さ0．3mである。土師器の小片が出

土したものもある。

ピットはトレンチ中央で検出した。平面円形、径0．2m、深さ0．2mである。土器の小片が少量出土

したものもあるが、摩滅が著しく、詳細は不明である。

32トレンチ

32トレンチは31トレンチの北側である。地山面で標高78．4mで、ほぼ平坦であった。包含層からは

土師器、須恵器、瓦器、備前焼が出土した。遺構面は2面を検出した。
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図10　31・32トレンチ第1遺構面平面図
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図1131・32トレンチ第2遺構面平面図
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図13　SB8802平面・
土層断面図

第1遺構面は黄赤色粘質土層を除いた面である。黄赤色粘質土層からは土師

器、須恵器、瓦器、備前焼が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝は田面の長辺に並行するものと直交するものがある。幅0．2m、深さ0．05m

である。遺物の出土はみられなかった。近代の耕作に伴う鋤溝である。

土壌はトレンチの西辺で1基検出した。平面不定形、深さ0．05～0．1mである。

土師器、須恵器、瓦器が出土した。溝と同様に、耕作に伴うものであろう。

ピットは平面円形、径0．4－0．6m、深さ0．1－0．3mである。トレンチ北辺中央

で約2．5m間隔で一列に並ぶ6基を検出した。耕作に伴うものであろうか。

第2遺構面は地山面上に堆積していた灰色砂質土層を除いた面で、地山面で

ある。

トレンチ北西部でピットを検出した。平面円形、径0．1～0．5m、深さ0．05～

0．3mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。遺物の出土はみられ

なかった。

33トレンチ

33トレンチは32トレンチの北方である。第2遺構面で標高76．5～77．2mで、北

へ傾斜していた。遺構面は2面を検出した。

第1遺構面は灰黄色粘質土層を除いた面である。灰黄色粘質土層からは弥生

土器、土師器、須恵器、瓦質土器、備前焼、青磁等が出土した。溝、ピットを

検出した。

溝はトレンチ南東と北東部で2条検出した。幅0．2m、深さ0．1mである。南東部のものから弥生土

器、磁器が出土した。

ピット、SP8827はトレンチ中央で検出した。平面円形、径0．2m、深さ0．1mである。弥生土器

（18・19）が出土した。

第2遺構面は灰褐色粘質土層を除いた面である。これより下層の暗黄茶色粘質土層からは遺物の出

土がみられなかったことから、33トレンチの調査はこの面で終了した。灰褐色粘質土層からは弥生

土器、土師器、須恵器、瓦質土器、備前焼、青磁、白磁が出土した。

遺構面は高さ0．3mの段差を挟んだ2段の平坦面から成る。下段で無数の土壌、ピットを検出した。

平面円形のものが主で、径0．2～0．5m、深さ0．2～0．6mである。柵列等まとまりのつかめるものはな

かった。弥生土器、土師器、須恵器等が出土したものもある。

SK8811はトレンチ南東部で検出した。平面長円形、長径1．1m、短径0．5m、深さ0．25mで、二段

に掘り込まれていた。土師器（20）が出土した。

SK8812はトレンチ中央で検出した。平面円形、径0．7m、深さ0．5mである。摩滅した土器片1片と

サヌカイト製打製石包丁（Sl）が出土した。

SK8818はトレンチ北西部で検出した。数基の土壌が切り合っていた。平面長円形、長径0．5m、短

径0．3m、深さ0．2mである。弥生土器（21）が出土した。

SK8822はトレンチ西辺近くで検出した。数基の土壌が切り合っていた。平面円形、径0．6m、深さ

0．4mである。弥生土器（22）が出土した。
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図14　33トレンチ第1遺構面平面図 図15　33トレンチ第2遺構面平面図
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SP8836はトレンチ中央部で検出した。平面楕円形、長径0．4m、短径0．3m、深さ0．2mである。弥

生土器（23）が出土した。

SP8840はトレンチ西半で検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．4mである。弥生土器（24）が出

土した。

SP8860はSK8822の西側で検出した。平面長円形、長径0．3m、短径0．2m、深さ0．6mである。弥生

土器（25）が出土した。

SP8864はSK8822の北西で検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．4mである。弥生土器（26）が出

土した。

第2遺構面下段は面積に比して検出された遺構が非常に多い。安定した場所であることから、長期

に渡って利用されていたのであろう。

34トレンチ

34トレンチは31トレンチに続く道路予定地のため東西方向に約34mの長さである。地山面で標高

78．1mで、ほぼ平坦であった。トレンチ東端では深さ0．3mの落ち込みがみられた。遺構面は地山面

上に堆積していた灰褐色砂質土層を除いた面で、地山面1両のみであった。灰褐色砂質土層からは弥

生土器、土師器、須恵器、瓦器、青磁、白磁等が出土した。溝、土壌を検出した。

溝は形状は様々であるが、大半が南北方向で、深さ0．1mである。近世の耕作に伴うものであろう。

土壌は平面円形、径0．2～0．9m、深さ0．1－0．3mである。

また、東端の落ち込みの底面でまとまって土壌、ピットを検出した。平面長円形のものが主で、径

0．2－0．7m、深さ0．2～0．4mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、

須恵器等が出土したものもあるが、いずれも小片で摩滅が著しい。

35トレンチ

35トレンチは34トレンチの西側である。遺構面で標高76．6～78．4mで、北西へ傾斜していた。遺構

面は暗灰褐色粘質土層を除いた面1面のみであった。これより下層の灰黄色砂質土層からは遺物の出

土がみられなかったことから、35トレンチの調査はこの面で終了した。暗灰褐色粘質土層からは弥

生土器、須恵器、青磁、サヌカイト製石鉄が出土した。竪穴建物、土壌、ピットを検出した。

竪穴建物SB8804はトレンチ南半で検出した。深さ0．4mの竪穴の床面からロの字形の溝とピット5

基を検出した。壁体溝、中央穴をもつ4本柱の一辺4．5mの方形竪穴建物である。壁体溝は幅0．4m、

深さ0．05mである。中央穴SP8886の掘方は平面円形、径0．7m、深さ0．65mで、斜めに掘り込まれて

いた。周囲に木炭が薄く堆積していた。柱穴の掘方は平面円形、径0．25－0．3m、深さ0．25～0．4mで

ある。南角のものは平面楕円形、長径0．7m、短径0．4m、深さ0．4mで二段に掘り込まれていた。竪穴

の埋土から土師器（27）が、中央穴SP8886から弥生土器（28・29）が、柱穴から弥生土器、サヌ

カイトが出土した。時期は弥生時代後期前葉に位置付けられよう。

土壌、ピットはトレンチ全面で蹄在して検出した。平面円形のものが主で、径0．3－0．6m、深さ0．1

－0．3mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器等が出土し

たものもあるが、いずれも小片で摩滅が著しい。
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図16　34・35・36・37トレンチ遺構面平面図
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35トレンチは周囲の田面とは0．4～0．6mの比高差がある、舌状に突出した高台である。竪穴建物を

始め多くの遺構を検出した。安定していた土地であったことを示しているといえよう。

36トレンチ

36トレンチは35トレンチの西側である。地山面で標高77．9～78．2mで、北へ緩やかに傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していたを淡茶褐色砂質土層除いた面で、地山面1面のみであった。淡茶褐

色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、白磁が出土した。

トレンチ東半で北東方向への深さ1mの緩やかな落ち込みを検出した。埋土の暗灰褐色粘質土層か

らは弥生土器（31・32・33）、土師器（30・34）、須恵器（35）、安山岩製磨製石包丁（S2）が出土

した。

落ち込みの斜面上からピットを8基検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．2－0．3mである。柵列等

まとまりのつかめるものはなかった。遺物の出土はみられなかった。

37トレンチ

37トレンチは36トレンチの西側への延長部分である。水路予定地のため、底面で幅1mほどの狭

隆なし字形のトレンチとなった。地山面で標高77．4mで、ほぼ平坦であった。遺構面は地山面上に堆

積していた淡茶灰色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。淡茶灰色砂質土層からは遺物

の出土はみられなかった。

北へ突出した部分で北方向への深さ1．8mの落ち込みを検出した。38トレンチの西側斜面へ続くも

のである。埋土の暗灰褐色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、陶器が出土した。落ち込みの

斜面上からピットを3基検出した。平面円形、径0．2～0．3m、深さ0．1－0．3mである。遺物の出土は

みられなかった。

38トレンチ

38トレンチは35トレンチの北方である。地山面で標高75．1～75．7mで、緩やかに北へ傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していた暗灰褐色粘質土層を除いた面で、地山面1両のみであった。暗灰褐

色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器が出土した。竪穴建物、掘立柱建物、土壌、ピットを検

出した。

竪穴建物はトレンチ中央でSB8807、8808、8809を重なり合って検出した。

上面のSB8808はコの字形の溝、ピットを、SB8809はL字形の溝、ピットを検出したのみである

が、壁体溝、中央穴をもつ方形竪穴建物である。北西部は後世の造成で削平されていた。壁体溝が並

行に巡ることから、4本柱の一辺4．5mのSB8809を、4～6本柱の一辺6．2mのSB8808に拡張してい

る。壁体溝は内側のSB8809のものが幅0．2m、深さ0．05m、外側のSB8808のものが幅0．3m、深さ0．05

mである。中央穴の掘方は平面円形、径0．6m、深さ0．7mで、斜めに掘り込まれていた。周囲に厚さ

0．1mの木炭、焼土の堆積がみられた。また、東、西の二方に幅0．2m、深さ0．05mの溝が延びていた。

柱穴の掘方は平面円形、径0．3～0．4m、深さ0．5mである。拡張に際して、四隅の柱穴と中央穴は再利

用したようである。壁体溝、中央穴、柱穴から弥生土器、土師器が出土したが、摩滅が著しい。

下面のSB8807は深さ0．1mの竪穴の底面から半円を措く溝とピットを検出したのみであるが、壁体
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図18　38・39トレンチ遺構面平面図
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図19　SB8807・8808・8809平面図
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溝、中央穴をもつ6本柱の径5．0mの円形竪穴建物に復元できる。壁体溝は幅0．2m前後、深さ0．1～

0．2mである。中央穴の掘方は平面長円形、長径0．5m、短径0．3m、深さ0．3mで、斜めに掘り込まれ

ていた。柱穴の掘方は平面円形、径0．2m、深さ0．2－0．3mである。壁体溝、中央穴から弥生土器が出

土したが、摩滅が著しい。

これらの竪穴建物の詳細な時期の決定は困難だが、方形建物の内側のSB8809は弥生時代後期後半、

外側の拡張されたSB8808は古墳時代前期前半、円形建物のSB8807は弥生時代後期前半に位置付けら

れよう。

掘立柱建物は竪穴建物の東側で重なり合ってSB8805、8806を、その南側でSB8810を検出した。

上面のSB8805は桁行2間で4．0～4．4m、梁間2間で4．3～4．4mの側柱の掘立柱建物である。主軸は

南北方向である。柱間は桁行で2．0～2．3m、梁間で1．95～2．3mである。柱穴の掘方は平面円形、径

0．3～0．35m、深さ0．2－0．4mである。土師器、須恵器の小片が出土したものもある。

下面のSB8806は桁行2間で4．3－4．55m、梁間2間で3．25－3．3mの側柱の掘立柱建物である。主軸

は南北方向である。柱間は桁行で2．05－2．4m、梁間で1．4～1．9mである。柱穴の掘方は平面円形、径

0．2－0．35m、深さ0．1－0．4mである。遺物の出土はみられなかった。
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南側のSB8810はトレンチ南方へ延びる桁行1間以上で1．5m以上、梁間2間で3．25mの側柱の掘立

柱建物の北辺である。他の部分はトレンチ外である。主軸は南北方向と考えられる。柱間は桁行で

1．5m以上、梁間で1．55－1．7mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．35m、深さ0．1mである。遺物の

出土はみられなかった。

これらの掘立柱建物の詳細な時期の決定は困難だが、中世前半に位置付けられよう。

土壌、ピットはトレンチ内に点在して検出した。平面円形のものが主である。

SK8835は円形竪穴建物の南西1．1mで検出した。平面楕円形、長径0．67m、短径0．6m、深さ0．2m

である。内壁に接するように弥生土器の大型の壷形土器（36）が斜めに据えられ、内部から弥生土

器の高杯形土器（37）が出土した。土器棺墓の蓋であった高杯形土器が陥没した後に上半が削平さ

れたものであろう。弥生時代後期前葉に位置付けられよう
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図22　SB8806平面・土層断面図

38トレンチは北側の田面とは1m以上の比高差がある、舌状に張り出した高位部の先端である。

東区のトレンチの中では最も多くの建物を集中して検出した。南方の35トレンチと同様に、安定し

ていた土地であったことから、東区の中心として、長期に渡って利用されていたことを示していると

いえよう。

39トレンチ

39トレンチは38トレンチの東側である。地山面で標高75．7－76．7mで、緩やかに北へ傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していた灰褐色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。灰褐色砂

質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、青磁、白磁等が出土した。溝、土壌、ピットを検出

した。

溝はトレンチ内に点在して検出した。形状は様々で、深さ0．05mである。弥生土器、土師器、須恵

器が出土したものもあるが、いずれも摩滅が著しい。

土壌、ピットはトレンチの北半で検出した。平面円形、径0．2～0．5m、深さ0．2～0．4mである。柵

列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものもあるが、い
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図24　SK8835平面・土層断面図

ずれも摩滅が著しい。

39トレンチも北半を中心に比

較的多くの遺構を検出した。38

トレンチと同様の立地であるこ

とから、ここも安定していた土

地であったことを示していると

いえよう。

40トレンチ

40トレンチは39トレンチの東

方である。地山面で標高75．9－

76．1mで、緩やかに北へ傾斜し

ていた。遺構面は2面を検出し

た。

第1遺構面は茶灰色砂質土層

を除いた面である。茶灰色砂質

土層からは弥生土器、土師器、

須恵器、瓦器、青磁、白磁が出

土した。トレンチ南辺でトレン

チ外の南へ延びる土壌を1基検

出した。深さ0．2m程度である。

須恵器の小片が出土した。

山王　第2遺構面は地山面上に堆積していた暗灰褐

色砂質土層を除いた面で、地山面である。暗灰

褐色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器

が出土した。竪穴建物、溝、土壌、ピットを検

出した。

竪穴建物はトレンチ西半で南北にSB8812、

8811を検出した。

∈　　北側のSB8812は深さ0．5mの竪穴の床面から

円弧を措く溝とピット2基を検出したのみであ

るが、壁体溝をもつ径6．9mの円形竪穴建物の

南東部1／5程度である。全体の柱数は6～8本

であろう。他の部分は後世の造成で削平されて

いた。壁体溝は幅0．35m、深さ0．1mである。

柱穴の掘方は平面楕円形、長径0．3－0．5m、短

径0．2～0．3m、深さ0．65mである。壁体溝や柱穴からは少量の土器が出土したが、いずれも小片で摩

滅が著しく、詳細な時期の決定は困難だが、古墳時代前期前半に位置付けられよう。
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図27　SB8812平面・土層断面図
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図28　SB8811平面・土層断面・断面図

南側のSB8811は平面三角形の深さ

0．1mの竪穴の床面からピット1基を

検出したのみであるが、方形竪穴建物

の北角部分である。規模は不明だが、

4本柱の建物であろう。他の部分はト

レンチ外の南へ拡がる。柱穴の掘方は

平面楕円形、長径0．25m、短径0．15m、

深さ0．2mである。竪穴、柱穴の埋土

から弥生土器が出土したが、いずれも

小片で摩滅が著しく、詳細な時期の決

定は困難だが、弥生時代後期に位置付

けられよう。

溝はトレンチの東側で検出した。北

流する複数の港が切り合っていた。

D　土壌、ピットはトレンチ全面で散在

して検出した。平面円形のものがはと

んどで、径0．2～0．4m、深さ0．1－0．3mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。土器が

出土したものもあるが、いずれも摩滅が著しい。

40トレンチは38トレンチと同様に北側の田面とは1．5m以上の比高差がある、舌状に張り出した高

位部に位置している。第2遺構面では調査面積に比して、竪穴建物を始め多くの遺構を検出した。こ

の遺構面は南方の33トレンチ第2遺構面下段から続くものであろう。33トレンチや35、38、39トレ

ンチと同様に、ここも安定していた土地であったことを示しているといえよう。
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41トレンチ

41トレンチは40トレンチの北方である。地山面で標高74．0～74．3mで、ほぼ平坦であった。遺

構面は2両を検出した。

第1遺構面は明灰茶色砂質土層を除いた面である。

明灰茶色砂質土層からは土師器、須恵器、陶器、磁

器が出土した。ピットを検出した。

ピットは4基検出した。平面円形、径0．3m前後、

深さ0．1m前後である。遺物の出土はみられなかった。

第2遺構面は地山面上に堆積していた黄褐色砂質土

層を除いた面で、地山面である。黄褐色砂質土層から

は弥生土器、土師器、須恵器、備前焼等が出土した。

42トレンチ

一、、、／／；

0　　　　　　　　　　　　　10

」！l！l！　＿　＿＿＿＿＿　」　m

O

e　　　　　　　㊦

図29　41・42トレンチ遺構面平面図
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土壌、ピットを検出した。

土壌はトレンチ中央で2基検出した。北の大型のものからは土師器が出土した。

ピットはトレンチ北半で検出した。平面円形、径0．3～0．4m、深さ0．1－0．4mである。柵列等まと

まりのつかめるものはなかった。土師器、須恵器が出土したものもあるが、いずれも小片である。こ

れらのピットは42トレンチで検出されたものと一連のものである。

図30　43トレンチ第1遺構面平面図

ー　31－

42トレンチ

42トレンチは41トレンチの北

側である。地山面で標高72．3－

73．5mで、北へ3段の段を成し

て下がっていた。近世にその段

差に盛土を施して、1両の耕作

面にしたのであろう。遺構面は

地山面上に堆積していた赤黄色

砂質土層を除いた面で、地山面

1面のみであった。赤黄色砂質

土層からは土師器、須恵器、備

前焼、青磁、白磁、磁器等が出

土した。

トレンチ南東部を中心に土

壌、ピットを検出した。平面円

形のものが主で、径0．2～0．5m、

深さ0．1～0．4mである。柵列等

まとまりのつかめるものはなか

った。弥生土器、土師器が出土

したものもあるが、いずれも摩

滅が著しい。

43トレンチ

43トレンチは42トレンチの北

側で、東区の北端である。地山

面で標高70．4～71．5mで、北へ

傾斜していた。遺構面は2面を

検出した。

第1遺構面は茶灰色砂質土層

を除いた面である。トレンチを

南北に二分するように高さ0．5m

の段差がみられた。近世にその



図3143トレンチ第2遺構面平面図

段差に厚さ0．7mの盛土を

施して1面の耕作面にし

たのであろう。茶灰色砂

質土層からは弥生土器、

土師器、須恵器、備前焼

等が出土した。

トレンチ北半で少数の

土壌、ピットを検出した。

土壌から弥生土器、土師

器が出土した。また、ト

レンチ西端は後述する流

路の埋没した場所のため

湿地化していたようで偶

蹄類の足跡を検出した。

いずれも、近世の耕作に

伴うものであろう。

第2遺構面は上面で検

出した段差の下段の地山

面上に堆積していた茶褐

色粘質土層を除いた面で、

地山面である。トレンチ

の北辺は北へ落ち込んで

いた。これは調査区の北

側を流れる寺部川の旧河

道であろう。茶褐色粘質

土層からは弥生土器、土

師器、須恵器、備前焼等が出土した。流路、ピットを検出した。

流路SD8823はトレンチ西端で検出した。検出した範囲では、幅11m、深さ1．9mで、底面は北へ

傾斜していた。河岸は2段の段を成して落ち込み、護岸のためか、先端を粗く削った丸太が打ち込ま

⑦灰白色粗砂（腐植土のレンズ状堆積含）
⑧明赤茶色粘質土（腐植土）

⑨灰白色砂磯　②、⑥～⑨（木片含）

図32　SD8823北壁土層断面図
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れていた。流路内には厚さ0．2m程度の砂と粘質土の互層が堆積し、最終的にはグライ化した暗青灰

色粘質土層で覆われていた。最下層から弥生時代中期の土器、大型蛤刃石斧（S3）が出土した。

SD8823は東区の中を流れ落ちてきた流れを集めた流路の北端で、新庄尾上遺跡の北側を流れる寺部

川へ注ぐものであろう。

ピットはトレンチ北端の落ち込みの斜面上を中心に検出した。平面円形、径0．3～0．4m、深さ0．1－

0．3mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。遺物の出土もみられなかった。

44トレンチ

44トレンチは西区の南西端である。地山面で標高74．5～75．5mで、北へ傾斜していた。遺構面は4

両を検出した。

第1遺構面は明赤黄色砂質土層を除いた面である。明赤黄色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

恵器、瓦質土器、備前焼、陶器、磁器等が出土した。トレンチの東端と西端で溝、土壌を検出した。

溝は南北方向で、幅0．8～1m、深さ0．2～0．4mのものと、幅0．3m、深さ0．1m未満の浅いものに大

別できる。前者には礫が詰められていたものがあったことから暗渠排水路である。後者は耕作に伴う

鋤溝である。

土壕は平面長円形、深さ0．2～0．4mである。弥生土器、土師器が出土したものもある。

SK8902はトレンチ南西角で検出した。平面円形、径0．4m、深さ0．4mである。亀山焼と考えられ

る陶器（38・39）が出土した。

第2遺構面は暗黄褐色砂質土層を除いた面である。暗黄褐色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

恵器、瓦質土器、備前焼、青磁、陶器等が出土した。溝、土填、ピットを検出した。

溝はトレンチ西辺で検出した。トレンチの長辺に直交して北流する幅2．0mのSD8912、幅1．5mの

SD8913と幅0．2m前後、深さ0．1m未満のものである。SD8912からは弥生土器、土師器（43）、須恵

器、瓦器、備前焼（40）が、SD8913からは弥生土器、土師器、須恵器（42）、瓦質土器（41）が出

土した。SD8912、8913は山裾からの湧水によって形成されたものであろう。浅い溝は上面でも検出

した鋤溝であろう。

土填、ピットはトレンチのほぼ全面で検出した。平面円形のものが大半である。ピットは径0．2－

0．4m、深さ0．1～0．5mである。土境はそれより平面規模が大きい。柵列等まとまりのつかめるものは

なかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものもあるが、いずれも摩滅が著しい。

SK8908はトレンチ南辺中央で検出した。平面長円形、長径0．6m、短径0．35m、深さ0．2mである。

弥生土器、土師器（44）が出土した。

SP8911はトレンチ南西隅で検出した。平面円形、径0．35m、深さ0．4mである。備前焼（45）が出

土した。

SP8913はSD8912の東側で検出した。平面円形、径0．25m、深さ0．3mである。土師器（46）が出

土した。

トレンチ西端近くで落ち込み状の遺構を検出した。検出した範囲で東西8．1m、南北4m、深さ0．7

mの平面隅丸方形である。検出面が北西に傾斜しているため、遺構の北西部は削平されていた。床面

には幅0．5m、高さ0．2mの土手状の高まりが壁面と1m間隔で並行してみられた。土手の1ヶ所が水

口状に切れていた。さらに、土手の上面には径1m、深さ0．5mの措鉢状の穴が3ヶ所みられた。土
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手の内側は平坦である。遺物の出土はみられなかった。下位の田畑への水利施設であろうか。

第3遺構面は灰褐色粘質土層を除いた面である。灰褐色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、

瓦器、備前焼、陶器、磁器等が出土した。竪穴建物、流路、ピットを検出した。

竪穴建物はトレンチ中央でSB8901、北辺東半でSB8902を検出した。

中央のSB8901は深さ0．5mの竪穴の床面からU字形の溝、ピット5基を検出した。壁体溝、中央穴

をもつ4本柱の径4．5mの円形竪穴建物である。壁体溝は幅0．35m、深さ0．05mである。中央穴の掘方

は平面長円形、長径0．9m、短径0．6m、深さ0．4mで、斜めに掘り込まれていた。底面から一辺0．1m

図33　44・45トレンチ第1遺構面平面図
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の方形の板状の石を検出した。礎石であろうか。また、北東と南西の二方に幅0．3m、深さ0．1mの溝

が延びていた。柱穴の掘方は平面楕円形、径0．3～0．45m、深さ0．3～0．5mである。床面から炭化材、

焼土塊を検出したことから、火災で廃絶したことが窺える。炭化材はその木目から建物の中心に向か

って倒壊していた。竪穴の埋土から弥生土器（47・48・49・50・51・52・53）が、中央穴から延

びる溝SD8919から弥生土器（54）が、壁体溝、中央穴、柱穴から弥生土器が出土した。時期は弥生

時代後期復業に位置付けられよう。

東側のSB8902は深さ0．4mの竪穴の床面から半円を描く溝とピット1基を検出したのみであるが、

壁体溝をもつ径8．6mに復元できるの円形竪穴建物の南側1／5程度の部分である。柱穴は1基を検出し

たのみなので、全体の柱数は不明である。北側は後世の造成で削平されていた。柱穴の掘方は平面楕

円形、長径0．5m、短径0．35m、深さ0．55mである。壁体溝、柱穴から少量の土器が出土したが、いず

れも小片で摩滅が著しく、詳細な時期の決定は困難だが、古墳時代前期前半に位置付けられよう。

図34　44トレンチ第2遺構面平面図
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図35　44トレンチ第3遺構面・45トレンチ第2遺構面・46トレンチ遺構面平面図
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L．＝T．P．＋75．5m

炭化材　　流路はトレンチ西辺で1条

に霊焼　土　検出した。幅2mで、2段に
を

掘り込まれ、底面は北へ傾斜

していた。45トレンチ第2遺

構面で検出した流路へ続くも

のである。遺物の出土はみら

れなかった。

ピットはトレンチ西半を中

心に検出した。平面円形、径

0．2～0．4m、深さ0．1～0．4m

である。柵列等まとまりのつ

かめるものはなかった。土器

が出土したものもあるが、い

ずれも摩滅が著しい。

SB8901の西側1．5mのとこ

ろで東西2m、南北1．3mの8

の字形の範囲に土器片が集中

している部分を検出した。弥

m　生土器（55・56・57・58・

59・60・61・62・63）、サヌカ

イト製石鍍（S5）が出土した。

第4遺構面はトレンチ中央

の地山面上に堆積していた黄

図36　SB8901炭化材検出状況平面・断面図　　　　　　　褐色砂質土層を除いた面で、

地山面である。黄褐色砂質土層からは弥生土器（64・67・68）、土師器（65・66）、サヌカイト製打

製石包丁（S4）が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝はトレンチ中央で3条検出した。トレンチの長辺に並行で、幅0．3、深さ0．05m未満の浅いもの

である。弥生土器、土師器の小片が出土したものもある。

土壌はトレンチ中央で1基検出した。平面凸字形、東西3．5m、南北1．7m、深さ0．3mである。土器

が出土したが、摩滅が著しく、詳細は不明である。

ピットは遺構面の全面で検出した。平面円形、径0．2～0．5m、深さ0．1～0．4mである。柵列等まと

まりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器が出土したものもあるが、いずれも小片である。

SP8963は遺構面の南西端で検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．25mである。土師器（69）が出

土した。

SP8965は遺構面の西半中央で検出した。平面円形、径0．2m、深さ0．3mである。弥生土器（70）

が出土した。

SP8967は遺構面の中央部で検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．3mである。弥生土器（71）が

出土した。
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図37　SB8901平面・土層断面図
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二
②灰橿色砂質土

～（郭明赤黄色砂質土
のブロック含）
④茶灰色粘質土
－0
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図38　SB8902平面・土層断面・断面図

図39　44トレンチ第4遺構面平面図
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45トレンチ

45トレンチは44トレンチの北西側である。地山面で標高74．8～72．7mで、北へ傾斜していた。遺構

面は2面を検出した。

第1遺構面は灰橙色砂質土層を除いた面である。灰橙色砂質土層からは土師器、須恵器（74）、備

前焼（72・73）が出土した。溝、土壌を検出した。

溝は3条検出した。トレンチ中央で検出した東西方向で、幅1m、深さ0．3mのものは44トレンチ

で検出したのと同様の石詰め暗渠である。トレンチ南辺で検出した幅0．3m、深さ0．1mのものは44ト

レンチで検出したのと同様の鋤溝である。

土壌はトレンチ南半中央で1基検出した。平面円形、径0．5m、深さ0．24mである。土師器の小片

が出土した。

第2遺構面は地山面上に堆積していた灰黄色砂質土層を除いた面で、地山面である。東、西辺を流

路で削られ、平坦面はわずかであった。灰黄色砂質土層からは弥生土器、土師器（76・77）、須恵器、

備前焼、青磁（75）等が出土した。流路、溝、土壌、ピットを検出した。

流路はいずれも北流するものであるが、複雑に切り合っていた。44トレンチ第3遺構面で検出し

た流路から続くものである。弥生土器、土師器、須恵器、備前焼が出土したものもある。

溝は2条検出した。東西方向で、幅0．2m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられなかった。

土壌、ピットはトレンチ中央の平坦面を中心に11基検出した。平面円形、径0．3～0．5m、深さ0．2～

0．4mである。弥生土器、土師器が出土したものもあるが、いずれも小片である。

46トレンチ

46トレンチは45トレンチの西側である。地山面で標高73．9mで、ほぼ平坦であった。

遺構面は地山面上に堆積していた暗黄褐色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。暗黄

褐色砂質土層からは土師器、須恵器、瓦器、備前焼（78）等が出土した。流路、溝、土壌を検出した。

流路、溝は形状は様々であるが、底面は北へ傾斜していた。土師器、須恵器、瓦器、陶器が出土し

たものもあるが、いずれも小片である。

SD8908はトレンチの北辺西半で検出した。底面は北へ傾斜し、幅0．6mである。土師器、瀬戸系陶

器（79）が出土した。

土壌は4基検出した。平面円形、径0．3－0．5m、深さ0．1－0．2mである。土師器、備前焼の小片が

少量出土したものもある。

SK8905はトレンチ中央の浅い落ち込みの底面で検出した。平面長円形、長径0．6m、短径0．35m、

深さ0．15mである。土師器（80）、備前焼が出土した。

47トレンチ

47トレンチは45トレンチの北方である。第2遺構面で標高71．7～72．4mで、北へ傾斜していた。遺

構面は2面を検出した。

第1遺構面は茶灰色砂質土層を除いた面である。茶灰色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、

備前焼が出土した。溝、ピットを検出した。

溝は2条検出した。深さ0．1m程度である。弥生土器、土師器、須恵器の小片が出土した。
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図40　47トレンチ第1
遺構面平面図

図4147トレンチ第2　た。弥生土器、土師器、須恵器が出土したもの

遺構面平面図　　もあるが、いずれも摩滅が著しい。

第2遺構面は褐色粘質土層を除いた面である。これより下層の暗黄褐色砂
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質土層からは遺物の出土がみられなかったことから、47トレンチの調査はこの面で終了した。褐色

粘質土層からは土師器、須恵器が出土した。掘立柱建物、土壌、ピットを検出した。

掘立柱建物SB8903はトレンチ東半で検出した。検出したのは一列に並ぶ4基の柱穴のみであるが、

柱穴列と並行してL字形に屈曲して北へ延びる幅0．3m、深さ0．1mの溝を検出した。この溝が建物に

付属する雨落ち溝と考えられることから、柱穴列もさらに北方へ延びるものと考えられる。トレンチ

北方へ延びる桁行3間で5．9m、梁間1間以上で1m以上の側柱の掘立柱建物の南辺であろう。主軸

は東西方向と考えられる。柱間は桁行で1．75～2．1mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．5m前後、

深さ0．2～0．3mである。溝から弥生土器が、柱穴から弥生土器、土師器が出土したが、いずれも小片

で、詳細な時期の決定は困難だが、44、48トレンチで検出した竪穴建物に伴う可能性もある。

土壌、ピットはトレンチ全面で検出した。平面円形、径0．2～0．5m、深さ0．1～0．4mである。柵列

等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものもあるが、いずれ

も小片である。

48トレンチ

48トレンチは47トレンチの北方である。地山面で標高70．9－71．8mで、北へ傾斜していた。遺構面

は地山面上に堆積していた茶灰色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。茶灰色砂質土層

からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼等が出土した。竪穴建物、溝、土填、ピットを検出した。

竪穴建物SB8904はトレンチ北辺で検出した。深さ0．3mの竪穴の床面からコの字形の溝とピット3

基を検出した。壁体溝をもつ4本柱の一辺3．4mの方形竪穴建物である。北側1／4程度の部分は後世の

造成で削平されていた。壁体溝は幅0．3m、深さ0．05mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．25～0．4

m、深さ0．1～0．4mである。中央穴は検出されなかった。柱穴に囲まれた床面中央で深さ0．05mの窪

みが検出された。炉跡の可能性がある。壁体溝から土器片が出土したが、摩滅が著しく、時期は不明

である。

溝はトレンチ東半で検出した。・東西方向のものが主で、幅0．2～0．4m、深さ0．1m未満である。土器

片が出土したものもあるが、摩滅が著しい。

土壌はトレンチ全面で検出した。形状は様々である。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものも

あるが、摩滅が著

図43　48トレンチ遺構面平面図
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しい。

ピットはトレン

チ全面で検出した。

平面円形、径0．2～

0．6m、深さ0．1－

0．4mである。弥生

土器、土師器、須

恵器が出土したも

のもあるが、いず

れも小片で、摩滅

が著しい。



土壌、ピットは弥生時代から古代にかけて長期に渡って形成されたものであろう。

L＝T・P・＋71・Om E
0　　　　　　　　　　　　　1

恒　＝　　　　　　lmI

図44　SB8904平面・断面図

49トレンチ

49トレンチは西区の北辺である。トレンチの北側は寺部川によって形成された段丘崖で、北側の

田面とは4．5mの比高差があった。西側は北へ開口する開析谷へ向かって落ち込んでいた。地山面で

標高67．5～68．2mで、北へ傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していた暗黄灰色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。暗黄

灰色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼等が出土した。段差以外顕著な遺構は検出さ

れなかった。トレンチ中央で偶蹄類の足跡を検出した。近世の耕作に伴うものであろう。

50トレンチ

50トレンチは49トレンチの南側で、北へ開口する開析谷部である。49トレンチ西側の開析谷に連

なる地山面で標高68．9－73．8mで、北へ大きく傾斜していた。遺構面は地山面1面のみであった。覆

土層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼、陶器、磁器等が出土した。流水によって形成された

であろう段差以外顕著な遺構は検出されなかった。
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図46　49・50・51・52トレンチ第2遺構面平面図
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51トレンチ

51トレンチは49トレンチの南側である。第2遺構面で標高70．1－71．2mで、北へ傾斜していた。遺

構面は2面を検出した。

第1遺構面は灰茶色砂質土層を除いた面である。灰茶色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、

備前焼等が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝はトレンチ南端で2条検出した。東西方向で、幅0．7m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられ

なかった。近世の耕作に伴うものであろう。

土壌はトレンチ北辺で検出した。形状は様々である。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものも

l t t t ■t ．．・ ．．．・．・．・ ．．．・．・．t h

⑤淡茶灰色粘質土
⑥灰茶色砂質土
⑦灰色粗砂
⑧木炭
（9灰褐色砂質土
⑲灰色粘質土

日
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L．＝T．P．＋70．5m

し」＿＝　山　　　　」m

ある。

ピットはトレンチ

東端で検出した。平

面円形、径0．2～0．4

m、深さ0．1～0．4m

である。弥生土器、

土師器、須恵器が出

土したものもある。

第2遺構面は灰褐

色粘質土層を除いた

面である。これより

下層の灰黄褐色粘質

土層からは遺物の出

土がみられなかった

ことから、51トレン

チの調査はこの面で

終了した。灰褐色粘

質土層からは弥生土

器、土師器、須恵器、

備前焼が出土した。

竪穴建物、掘立柱建

物、溝、土壌、ピッ

トを検出した。

竪穴建物SB8906

はトレンチ中央で検

出した。深さ0．3mの

竪穴の床面からコの

字形の溝とピット5基

を検出した。壁体溝、

中央穴をもつ4本柱



の一辺3．8mの方形竪穴建物である。東辺はトレンチ外である。壁体溝は幅0．3m、深さ0．1mである。

中央穴の掘方は平面長円形、長径1．1m、短径0．4m、深さ0．3mで、斜めに掘り込まれていた。中央穴

の南側の床面が赤変していた。また、周囲に木炭が薄く堆積していた。北東と南西の二方に幅0．2m、

深さ0．1mの溝が延びていた。柱穴の掘方は平面円形、径0．3m、深さ0．4－0．5mである。竪穴の埋土

から弥生土器（81・82）が、壁体溝、中央穴、柱穴から弥生土器片が出土した。弥生時代中期後葉に

①暗茶灰色粘質土
（塾灰茶色粘質土

L．＝T．P，＋70．5m

O l

L⊥」＿LIl＿」＿＿＿　＿　Im

図48　SB8905平面・土層断面図
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位置付けられよう。

この建物の西0．7mのところで径

1mの円形の範囲に焼土塊が集中

している部分を検出した。屋外炉

であろうか。

掘立柱建物SB8905はトレンチ

北辺で検出した。トレンチ北方へ

延びる桁行3間で4m、梁間2間以

上で1．6m以上の総柱の掘立柱建物

の南半である。北半は後世の造成

で削平されていた。主軸は東西方

向と考えられる。柱間は桁行で1．2

～1．5m、梁間で1．6mである。柱

穴の掘方は平面円形、径0．5m前

後、深さ0．4－0．5mである。弥生

土器の小片が出土した。弥生時代

後期に位置付けられようか。

溝は4条検出した。竪穴建物の

北東で検出した、北東方向に延び

る幅0．2m、深さ0．2mの溝から弥

生土器が出土した。竪穴建物に伴

う排水溝の可能性がある。

土境は3基検出した。平面長方

形、長辺2m、深さ0．1m程度であ

る。底面は平坦である。弥生土器、

土師器の小片が出土した。

ピットはトレンチ全面で検出し

た。平面円形、径0．2－0．4m、深

さ0．1～0．5mである。弥生土器、

土師器が出土したものもあるが、

いずれも小片で、摩滅が著しい。



52トレンチ

52トレンチは51トレンチの南側である。地山面で標高71．7～72．5mで、北へ傾斜していた。遺構面

は2面を検出した。

第1遺構面は淡茶灰色砂質土層を除いた面である。淡茶灰色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

恵器、瓦質土器、備前焼、陶器等が出土した。溝、ピットを検出した。

溝はトレンチ中央と南西部分で検出した。中央で検出したのは田面の長辺に並行する幅0．2m、深

さ0．05mのものと、それに直交する幅0．3～0．6m、深さ0．05mのものである。耕作に伴う鋤溝であろ

う。弥生土器、須恵器、備前焼が出土したものもある。南西部分で検出したのは4条以上の溝が切り

合って並行していた。底面は北西方向へ傾斜していた。トレンチ西側の谷部へ流れ込むものであろ

う。

SD8938は南西部分で検出した溝のうち最も北側のものである。幅1．2m、深さ0．2mである。弥生

土器、土師器（85）、須恵器（84）、青磁（83）等が出土した。

ピットはトレンチ東端で1基検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．1mである。

T ．P ．＋7 2 ．0 m ②
1 ③

砲 ⑤

⑥

〕 1
（参

－l I l l l lm

図49　SB8907平面・土層断面斑

第2遺構面は地山面上に堆積していた灰褐色粘質

土層を除いた面で、地山面である。灰褐色粘質土層

からは弥生土器（86）、土師器、須恵器が出土した。

竪穴建物、溝、土壌、ピットを検出した。

竪穴建物SB8907はトレンチ北西端で検出した。深

さ0．3mの竪穴の床面からL字形の溝とピット1基を

検出したのみであるが、壁体溝をもつ4本柱の方形

竪穴建物の南東部分である。他の部分は後世の造成

で削平されていた。壁体溝は幅0．3m、深さ0．1mであ

る。柱穴の掘方は平面円形、径0．4m、深さ0．5mであ

る。竪穴の埋土からのみ弥生土器片が出土した。弥

生時代後期後半に位置付けられよう。

溝はトレンチ北西端から東端にかけて、トレンチ

の中央を横断するように数条が切り合って検出した。

幅0．3～0．6m、深さ0．1－0．2mである。底面はほぼ水

平で流向は不明である。弥生土器が出土したものも

ある。弥生時代後期のものが主であるが、中期後葉

まで遡るものもある。

また、それらの溝のうち中央のSD8948の底面で幅

1．5mの範囲で弥生土器と礫が集中している部分を2

ヶ所検出した。87・88・89・90・91・92・93・94・95が土器集中部1から、96・97・98・99・

100・101・102・103・104、砥石（S6）が土器集中部2から出土した。二次焼成を受けて赤変して

いたものもあった。焼土も出土した。土器は弥生時代中期後葉から後期前半に位置付けられるもので

ある。さらに、そこから南東10mのところで、溝の北岸に幅1．5mの範囲で焼土、木炭が集中してい

る部分を検出した。焼土は径3－10cmの玉状に粉砕されていた。地面に被熱痕はみられなかった。鉄
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淳、弥生土器も出土した。前述の被熱した土器と併せ考えると、近隣で鍛冶工房が営まれ、その廃棄

物を投棄したのであろうか。

土壌、ピットはトレンチ北半を中心に検出した。平面円形のものが主で、径0．2－0．4m、深さ0．1－

0．4mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したも

のもある。

－　49－

53トレンチ

53トレンチは52トレン

チの南側である。第3遺

構面で標高73．4－74．9m

で、北へ傾斜していた。

遺構面は3面を検出した。

第1遺構面は厚さ0．5m

の整地土層を除いた面で

ある。整地土層からは弥

生土器、土師器、須恵器

が出土した。溝、土壌、

ピットを検出した。

溝は田面の長辺に並行

するものである。幅0．2－

0．6m、深さ0．1mである。

弥生土器、土師器、須恵

器、陶器が出土したもの

もある。近世の耕作に伴

う鋤溝である。

SD8941はトレンチ北

側で検出した。深さ0．1m

程度である。弥生土器、

土師器、サヌカイト剥片

（S7）が出土した。

土壌、ピットはトレン

チ北半で9基検出した。

平面円形、径0．2－0．6m、

深さ0．1－0．2mである。

弥生土器、土師器が出土

したものもある。

SP89168はトレンチ北

側中央で検出した。平面



円形、径0．35m、深さ0．2mである。土師器（105）、備前焼（106）が出土した。

SP89189もトレンチ北側中央で検出した。平面円形、径0．5m、深さ0．2mである。瓦質土器（107）

が出土した。

第2遺構面は暗灰黄色砂質土層を除いた面である。暗灰黄色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

図5153トレンチ第2遺構面平面図
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恵器、瓦質土器、備前焼、

青磁、サヌカイト製石鉄

が出土した。溝、土壌、

ピットを検出した。

溝は上面で検出したも

のと同様に田面の長辺に

並行するものである。幅

0．3－0．8m、深さ0．1～0．2

mで、底面は西側の谷地

形へ傾斜している。弥生

土器、土師器、須恵器、

陶器が出土したものもあ

る。近世の耕作に伴うも

のであろう。

土壌、ピットはトレン

チ全面で検出した。平面

円形のものが主で、径0．2

～0．6m、深さ0．1－0．5

mである。柵列等まとま

りのつかめるものはなか

った。弥生土器、土師器

が出土したものもあるが、

いずれも摩滅が著しい。

第3遺構面はトレンチ

北半に堆積していた茶褐

色粘質土層を除いた面で

ある。これより下層の茶

黄色砂質土層からは遺物

の出土がみられなかった

ことから、53トレンチの

調査はこの面で終了した。

茶褐色粘質土層からは弥

生土器、土師器、須恵器、

瓦質土器が出土した。竪



穴建物、掘立柱建物、溝、土壌、ピットを検出した。

竪穴建物はトレンチ北辺でSB8908、8913、南西部で重なり合ってSB8911、8912を検出した。

北辺東側のSB8908は深さ0．3mの竪穴の床面からL字形の溝とピット1基を検出したのみである

が、壁体溝をもつ4本柱の一辺4．5m程度の方形竪穴建物の南西部分である。他の部分は後世の造成

図52　53トレンチ第3遺構面平面図
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で削平されていた。壁体

溝は二段に掘り込まれ、

幅0．4m、深さ0．15mであ

る。柱穴の掘方は平面円

形、径0．3m、深さ0．5m

である。壁体溝からのみ

弥生土器片が出土した。

弥生時代後期に位置付け

られよう。

北辺西側のSB8913は

深さ0．35mの竪穴の床面

からコの字形の溝とピッ

ト3基を検出した。壁体

溝、中央穴をもつ4本柱

の一辺4．2mの方形竪穴建

物の南半部分である。他

の部分は後世の造成で削

平されていた。壁体溝

SD8961は幅0．3m、深さ

0．1mである。中央穴の掘

方は平面長円形、長径0．5

m、短径0．4m、深さ0．2

mで、ほぼ垂直に掘り込

まれていた。周囲に厚さ

0．05mの木炭の堆積がみ

られた。柱穴の掘方は平

面円形、径0．25m、深さ

0．4mである。壁体溝

SD8961から弥生土器

（114・115）が、中央穴か

ら弥生土器が出土した。

弥生時代中期後葉に位置

付けられよう。

南西部上面のSB8912



は深さ0．65mの竪穴の床面からL字形の溝とピット5基を検出

した。壁体溝、中央穴をもつ4本柱の一辺6．5m程度の方形竪穴

建物である。床面の壁体溝に沿った幅1mの範囲が、中央に比

べて0．1m高く掘り残されていた．。ベッド状遺構である。北辺、

西辺は後世の造成で削平されていた。壁体溝は幅0．25m、深さ

0．1mである。中央穴は隣接して2基検出した。東側のSP89208

の掘方は平面長円形、長径0．5m、短径0．35m、深さ0．7mで、斜

めに掘り込まれていた。西側の掘方は平面円形、径0．4m、深さ

0．6mで、垂直に掘り込まれていた。周囲に厚さ0．05mの木炭の

堆積がみられた。柱穴の掘方は平面円形、径0．3m、深さ0．5～

0．6mである。南西の柱穴の底面から上面が平らな石を検出した。

礎石であろうか。埋土から弥生土器（109・110・111・112）

が、東側の中央穴SP89208から弥生土器（113）が、西側の中央

穴、柱穴から弥生土器片が出土した。弥生時代後期末期に位置

付けられよう。中央穴を2基検出したことから、同一地点で柱

穴を再利用しての建て替えも考えられる。

下面のSB8911は深さ0．3mの竪穴の床面から、L字形の溝と

ピット1基を検出したのみであるが、壁体溝をもつ4本柱の方

形竪穴建物の南東部分であろう。他の部分は後世の造成で削平

されていた。SB8912の北側のベッド状遺構の上で検出した幅

0．15m、深さ0．05mの溝が壁体溝の西側の残存であるならば、

辺5m程度になる。壁体溝は幅0．25m、深さ0．05mである。柱穴

図53　SB8908平面・土層断面図

（彰

③ （彰
①淡茶灰色砂質土
②淡茶褐色砂質土
③暗褐色砂質土

／
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の掘方は平面円形、径0．4m、深さ0．5mである。壁体港、柱穴から弥生土器片が出土した。摩滅が著

しく、詳細は不明だが弥生時代後期に位置付けられよう。

掘立柱建物はトレンチ東端で一部重なり合ってSB8909、8910を検出した。柱穴の切り合いも無く、

遣物も少ないため、前後関係は不明である。

北側のSB8910は桁行2間で4．1m、梁間2間で3．15mの総柱の掘立柱建物である。主軸は東西方向

である。柱間は桁行で2．0～2．1m、梁間で1．5～1．65mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．25～0．5m、

深さ0．2～0．5mである。土器片が出土したものもあるが、詳細な時期は不明である。西側で検出した

竪穴建物に伴う可能性もある。

南側のSB8909は桁行2間で2．65m、梁間2間で2．2mの側柱の掘立柱建物である。主軸は南北方向

である。柱間は桁行で1．3～1．35m、梁間で1～1．2mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．25－0．35

m、深さ0．2～0．4mである。遺物の出土はみられなかった。

溝は3条検出した。東西方向で、幅0．5～0．7m、深さ0．1mである。弥生土器、土師器、須恵器が出

土した。

二∴了

図55　SB8913平面・断面因
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SB8911

②　　　　 ①　　 D

①

①淡茶褐色

②淡茶灰色

④淡灰茶色粘質土

（明赤黄色粘質土のブロック、木炭含）

＿　」　　⑤木炭

⑥　　　　　⑥明赤黄色粘質土と木炭の互層

（か灰茶色粘質土（木炭含）

L．＝T．P．＋74．5m

図56　SB8911・8912平面・土層断面図
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L．＝T．P．＋75．0m

』土＝」⊥⊥－！　　‥二」m

図57　SB8910平面・断面図

SD8960はトレンチの北西部、SB8913の南側で検出した。東西方向で、幅0．6m、深さ0．15mであ

る。弥生土器（116）が出土した。

土壌、ピットは遺構面北半で検出した。平面円形のものが主で、径0．2－0．5m、深さ0．1－0．5mで

ある。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器の小片が出土したものもある。

53トレンチは北側の田面とは2．4mの比高差がある、舌状に張り出した高位部である。西区のトレ

ンチの中では最も多くの建物を集中して検出した。東区の35トレンチと同様に、安定していた土地
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図58　SB8909平面・断面図

L．＝T．P，＋75．0m
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であったことから、長期に渡

って利用されていたことを示

している。また、下方の51・

52トレンチも53トレンチと同

様に舌状に張り出した地形で

あり、最も張り出した部分で

建物を検出した。

51－53トレンチにかけては

一つの尾根であったものを削

平して平坦面を形成したもの

で、西区の中心として、安定

して利用されていたことを示

しているといえよう。

54トレンチ

54トレンチは61トレンチの

西側である。水路予定地のた

め、底面で幅2mほどの狭隆

なトレンチとなった。54トレ

ンチを設けた田は西へ開口す

る開析谷が埋没した部分を耕

作地としたようで、下位の遺構面ではその一部と考えられる谷地形を検出した。地山面で標高66．8－

68．0mで、西へ傾斜していた。包含層は低位部、トレンチ西半のみにみられた。従って、トレンチ西

半で遺構面を4両検出した。

第1遺構面は淡茶褐色粘質土層を除いた面である。淡茶褐色粘質土層からは弥生土器、土師器等が

出土した。トレンチ中央でピットを4基検出した。平面円形、径0．2～0．3m、深さ0．1～0．3mである。

弥生土器、土師器等が出土したものもある。

第2遺構面は暗褐色粘質土層を除いた面である。暗褐色粘質土層からは弥生土器が出土した。溝、

土境を検出した。

溝はトレンチ西端で1条検出した。南北方向で、幅0．2m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられ

なかった。

土壌はトレンチ南辺で4基検出した。平面楕円形、長径0．3～0．4m、短径0．2－0．3m、深さ0．1mで

ある。弥生土器が出土した。

第3遺構面は黄茶色砂質土層を除いた面である。黄茶色砂質土層からは弥生土器、土師器が出土し

た。遺構面中央で溝を1条検出した。南北方向で、幅0．8m、深さ0．1mである。弥生土器、土師器が

出土した。また、溝の東側で谷状の落ち込みの北岸をなすと考えられる斜面を検出した。

第4遺構面は地山面上に堆積していた暗灰褐色粘質土層を除いた面で、地山面である。暗灰褐色粘

質土層からは弥生土器、サヌカイト剥片（S8）が出土した。谷状の落ち込み、ピットを検出した。
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谷状の落ち込みは上面で検出したものと同様に西へ傾斜していた。

ピットは遺構面全面に散在して検出した。平面円形が主で、径0．2－0．4m、深さ0．1～0．2mである。

弥生土器が出土したものもある。

55トレンチ

55トレンチも西区の南端である。地山面で標高70．0～71．8mで、西へ傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していた明灰黄色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。明灰

黄色砂質土層からは弥生土器が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝は2条検出した。トレンチ東辺で検出したものは南北方向で、幅0．5m、深さ0．1mである。遺物

の出土はみられなかった。トレンチ西辺で検出したものは南北方向で、幅1．3m、深さ0．1～0．2mであ

L．＝T．P．＋72．0m

⑤　 ④⑪ ①　 ⑧画読㌻

②　　　　 3

6 10　　 着　　　 ⑯

18　　　　 ⑰　　 ⑯

①淡茶褐色粘質土（炭化物含）
（彰暗灰黄色砂質土
③黄褐色粘質土（黄橙色砂質土のブロック含）
④明黄橙色砂質土
⑤淡褐色粘質土
（釘淡黄色砂質土
⑦淡茶褐色粘質土（橙色粘質土のブロック含）
⑧淡茶褐色粘質土と橙色粘質土の混じり
⑨暗黄灰色砂質土（炭化物含）
⑲淡褐色粘質土（炭化物含）
⑪暗黄色砂質土
⑪暗黄褐色砂質土（炭化物含）
⑪淡橙色砂質土
⑭黄灰色砂質土（炭化物含）
⑯淡橙色砂質土
⑯暗黄灰色砂質土（炭化物含）
⑰暗灰黄色砂質土
⑱暗橿色粗砂（炭化物含）

①上層、②～⑥中層、⑦～⑱下層とした

0　　　　　　　　　　　　　1
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図61SK9011平面・土層断面図
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る。底面は西へ傾斜していた。

54レンチで検出した谷状の落

ち込みへつながるものであろ

う。弥生時代後期の弥生土器

が出土した。

土壌はトレンチ中央で5基

検出した。深さ0．6m以上の

SK9011、9013、9015の3基、

それより浅いSK9014、9017の

2基に大別できた。

SK9011は検出面で、平面

円形、径1．5mである。壁面は

ほぼ垂直に掘り込まれていた。

深さ0．6mである。底面は平面
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5　③ 爵 「土盛

8 ⑥　　　 7 10　 15
9⑭ 13　　　　　　　 16
12 11　 17

①暗灰茶色粘質土（炭化物含）
②灰茶色砂質土（炭化物含）
③灰黄色砂質土と淡橙色砂質土の混じり
④淡灰黄色砂質土（炭化物含）
⑤黄褐色砂質土（⑥のブロック含）
⑥灰黄色粘質土
⑦暗灰黄色砂質土（炭化物含）
⑧暗黄橙色砂質土（炭化物含）
（9時黄色シルト
⑬灰橙色砂質土
⑪自責茶色砂質土
⑪暗灰黄色砂質土（炭化物含）
⑪明茶黄色砂質土
⑭橙灰色砂質土
⑯白茶色砂質土
⑯明灰黄色砂質土
⑰黄灰色租砂

①～（9上層、⑥～⑪中層、
⑪～⑰下層とした

0　　　　　　　　　　　　　1
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図62　SK9013平面・土層断面図
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図63　SK9015平面

①淡黄灰色砂質土（炭化物含）
（彰淡灰茶色砂質土
（郭淡灰橿色砂質土
④灰茶色砂質土
⑤灰橙色砂質土
（◎淡橿色砂質土
⑦淡黄灰色砂質土
（彰橿灰色砂質土（炭化物含）
（勤明灰茶色砂質土（炭化物含）
⑬白橙色砂質土
⑪暗赤茶色砂質土
⑪明灰橿色砂質土
⑪黄橿色砂質土
⑭淡灰橙色砂質土
⑯茶灰色砂質土（炭化物含）
⑯暗黄灰色砂質土
⑰黄灰色砂質土
⑱灰黄色砂質土
⑯淡茶灰色砂質土
（む～⑭上層、⑯～⑯下層とした

土層断面図

①白褐色砂質土
（む淡黄褐色砂質土
③黄褐色砂質土
④明黄褐色砂質土
⑤灰黄色砂質土
（釘淡肌色砂質土
⑦黄茶色粘質土
（彰黄灰色砂質土
⑨灰茶色砂質土

0　　　　　　　　　　　　1

11－　－　－　－1　　　lm

土層断面図
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円形、径1．4mである。平坦である

が、径0．1m、深さ0．1～0．2mの円錐

形状に底が狭まるピットを3基検出

した。弥生土器が出土した。117・

118が中層から、119が下層から出

土した。

SK9013は検出面で、平面円形、

径1．5mである。壁面はほぼ垂直に

掘り込まれていた。深さ0．6mであ

る。底面は平面円形、径1．3mであ

る。平坦である。弥生土器が出土し

た。120・121・122が上層から、

123・124・125が中層から、126・

127が下層から出土した。

SK9015はトレンチの北辺で検出

した。上段からの斜面堆積層に覆わ

れていたため、西半部分のみ調査し

た。検出面で、平面円形、径1．6m

である。壁面は垂直に掘り込まれて

いた。深さ0．8mである。底面は平

面円形、径1．5mである。平坦であ

る。弥生土器が出土した。128が上

層から、129が下層から出土した。

これらは上段の56トレンチで検出

された深さ1m以上の土壌と同様

に、貯蔵穴であろう。弥生時代後期

末期に位置付けられよう。

SK9014は平面楕円形、長径1．5m、

短径1．3m、深さ0．25mである。壁

面は斜めに掘り込まれていた。底面

はほぼ平坦である。弥生土器、土師

器、須恵器、瓦質土器が出土した。

SK9017は北側を削平されていた

が、平面は東西に長い六角形を呈す

るようである。長径1．15m、短径

0．85m、深さ0．05mであろう。壁面

は斜めに掘り込まれていた。底面は

平坦である。弥生土器が出土した。
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①明茶色砂質土
（塾白黄色砂質土
（郭明灰茶色砂質土
④灰茶色粘質土
⑤明灰橙色砂質土
（◎明灰黄色砂質土
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図65　SK9017平面・土層断面図

これらは上段の56トレンチで検出された深さ1m

以下の土壌と同様に、貯蔵穴の掘削途中で放棄した

ものであろうか。

ピットは主にトレンチ西側で検出した。平面円形

が主で、径0．2～0．7m、深さ0．1～0．4mである。弥生

土器が出土したものもある。

56トレンチ

56トレンチは55、57トレンチの間である。地山面

で標高72．8～74．1mで、北へ傾斜していた。

遺構面は地山面上に堆積していた黄灰色砂質土層を除いた面で、地山面1面のみであった。黄灰色

砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、備前焼、陶器等が出土した。溝、土壌、ピッ

トを検出した。

溝はトレンチ西半で田面の長辺に並行する東西方向のものを2条検出した。北側のものは幅0．2m、

深さ0．05mである。遺物の出土はみられなかった。南側のものは幅0．3～1．1m、深さ0．1mである。底

面は西へ傾斜していた。遺物の出土はみられなかった。

／／／－「D D

①淡肌灰色砂質土（茶褐色粘質土のブロック含）
②淡灰褐色粘質土
③明黄灰色砂質土
④暗茶灰色粘質土
⑤淡灰褐色粘質土（淡黄橙色砂質土のブロック含）
⑥灰褐色粘質土（炭化物、淡黄橙色砂質土のブロック含）
⑦淡黄灰色砂質土
（む灰橙色砂質土

⑨淡黄灰色砂質土　①～⑦上層、⑧～⑭中層、⑯～⑳下層
⑲淡灰橙色砂質土　　とした
⑪橙灰色砂質土
⑪淡灰茶色粘質土（炭化物含）
⑪淡肌灰色砂質土
⑭茶灰色粘質土（炭化物、淡灰橙色砂質土のブロック含）
⑮灰黄色砂質土
⑯暗黄灰色砂質土（炭化物含）
⑰灰黄色砂質土
⑱黄灰色砂質土（炭化物少量含）
⑯淡橙色砂質土
⑳淡灰橙色砂質土（炭化物少量含）
⑪明黄橙色砂質土
1⑳淡灰黄色砂質土

⑭　　　　⑰

lJ L一一日L Im由淡灰黄色シルト

図66　SK9019平面・土層断面・断面図
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①淡茶黄色粘質土
（彰淡茶黄色粘質土
（淡肌色砂質土のブロック含）
③淡茶黄色粘質土
（暗灰色砂質土のブロック含）
（彰黄灰色粘質土
⑤肌色砂質土と黄灰色粘質土の混じり
⑥黄灰色粘質土
⑦灰樫色砂質土
⑧淡黄灰色粘質土
（淡赤肌色砂質土のブロック含）
⑨淡黄灰色粘質土と淡赤肌色砂質土の混じり
⑲暗黄灰色砂質土
⑪暗黄灰色砂質土
（淡赤肌色砂質土のブロック含）
⑫淡茶灰色砂質土（炭化物含）
⑱淡茶灰色砂質土

0　　　　　　　　　　　　　1

l　一　日　－l lm

図68　SK9020平面・土層断面図

y

＼

（淡赤橿色砂質土のブロック含）

（淡赤橙色砂質土のブロック含）
（黄灰色粘質土のブロック含）色粘質土

tl－■ ①灰褐色半

②灰橙色石

②

①

③

④

⑤

③灰茶色蕃

④淡灰橙f

⑤自肌色石

⑥暗黄灰f

⑦明灰黄f

⑧陪橿色等

⑥

8 ⑦

日　一▲
⑨淡黄灰f

⑩淡灰黄t

⑪淡灰橙f

⑪淡黄灰f9
10 ⑪ 淡茶黄f

⑪ ⑪

⑪
① ～⑥ 上

0 1
l l l l l l　　　　　　 m

（淡灰黄色粘質土のブロック含）
（褐色粘質土のブロック含）

（明灰色粘土のブロック含）

（暗灰色粘質土のブロック含）

色砂質土

色砂質土

色砂質土
色砂質土

色砂質土
色砂質土
色砂質土

層、⑦～⑱下層とした

図69　SK9021平面・土層断面図

土壌はトレンチ南西部分で検出

した。平面不定形、深さ0．2－0．3

mである。弥生土器、土師器が出

土したものもある。

この他に下段の55トレンチで検

出したのと同様の土壌を12基検出

した。深さ1m以上のSK9019、

9020、9021、9022、9024、9026、

9028、9029の8基、それより浅い

SK9018、9023、9025、9027の4

基に大別できた。

SK9019は検出面で、平面円形、

径1．4mである。壁面は南側はほぼ

垂直だが、他は北側を中心に大き

く決り込まれていた。深さ1．85m

である。底面は平面円形、径1．6m

である。平坦であるが、西半はさ

らに0．7mの深さに　掘り窪められ

ていた。最深部の深さは検出面か

ら2．55mである。弥生土器が出土

した。130・131・132・133・

134が中層から出土した。

SK9020は検出面で、平面楕円

形、長径1．35m、短径1mである。

壁面はほぼ垂直だが、東側はやや

決り込まれていた。深さ1．3mであ

る。底面は平面楕円形、長径1．3m、

短径1．1mである。平坦である。弥

生土器が出土した。

SK9021は検出面で、平面円形、

径1．2mである。壁面は垂直に掘り

込まれていた。深さ1．3mである。

底面は平面やや長円形、長径1．25

m、短径0．95mである。西へ緩やかに傾斜し、西半はさらに西側の壁面を決り込みながら、0．6mの

深さに掘り窪められていた。最深部の深さは検出面から1．9mである。弥生土器が出土した。135が

下層から出土した。

SK9022は西側が斜面のため削平されていたが、検出面で、平面長円形、長径2．2m、短径1．2mに

なると考えられる。壁面は底面に向かって開きながら掘り込まれていた。深さ1．45mである。底面は
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④

6　　　 9

14中層、⑪～層、

しま

①～⑩

⑯下層

①灰茶色砂質土

②灰茶色砂質土（淡赤肌色粘質土のブロック含「
③明灰橙色砂質土（炭化物、淡茶褐色粘質土のブロック含）
④灰橙色砂質土（炭化物少量含）

⑤灰橙色粘質土（炭化物少量含）
⑥黄灰色砂質土

⑦黄灰色砂質土
（暗褐色粘質土、淡赤肌色粘質土のブロック含）

⑧淡灰黄色砂質土（淡赤肌色粘質土のブロック含）
⑨灰褐色粘質土（淡赤肌色砂質土のブロック含）

⑲黄灰色砂質土（炭化物少量、淡肌色砂質土のブロック含）
⑪淡肌色砂質土

⑪茶灰色砂質土
⑱淡灰橙色粘質土（明灰色砂質土のブロック含）

⑭淡肌色粘質土（灰黄色砂質土のブロック含）
⑮茶灰色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　1

し」＿＿＿Hll　　＿＿‖　！m

図70　SK9022平面・土層断面・断面図
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①淡灰茶色砂質土
（彰黄灰色砂質土（炭化物含）
③茶灰色粘土
④淡茶灰色粘土
⑤灰茶色粘質土（炭化物含）
⑥暗茶黄色砂質土
（参明白茶黄色砂質土
（彰黄茶色砂質土

①～（彰上層、③～（む中層、
⑦～（彰下層とした

図71SK9024平面・土層断面・断面図

平面円形、径2mになると考え

られる。平坦であるが、東半は

さらに0．2mの深さに掘り窪めら

れていた。最深部の深さは検出

面から1．6mである。弥生土器が

出土した。136・137・138が下

層から出土した。

SK9024は検出面で、平面円

形、径0．8mである。壁面はやや

決り込まれていた。深さ1．05m

である。底面は平面円形、径1．2

mである。平坦であるが、周囲

は壁面に向かって皿状に立ち上

がっていた。壁面に0．1mほどの

厚さに茶灰色粘土を貼り付けて

いる様子が窺えた。壁面の調整

であろうか。弥生土器が出土し

た。139・140・141・142・

143が中層から出土した。

SK9026は検出面で、平面円

形、径0．85mである。壁面は大きく挟り込まれ、

底面は平面円形、径1．5mにもなる。深さ1．95m

である。底面は平坦である。弥生土器が出土した。

144が中層から出土した。

SK9028、9029は検出時は1基の大型の土境の

ようであったが、内部を調査したところ、

SK9029埋没後にSK9028が掘削されていた。北側

がSK9029、南側がSK9028である。検出面で、平

面いびつな長円形、長径1．9m、短径1．2mである。

壁面は大きく挟り込まれ、底面はSK9029で平面

長円形、長径1．4m、短径1．15m、SK9028で平面

長円形、長径1．65m、短径0．8mにもなる。深さ

はSK9029で1．55m、SK9028で1．5mである。底面

は平坦である。弥生土器が出土した。SK9028の

下層から145・146・147が、SK9029の上層から

148、土玉（Dl）が、下層から149・150・151が出土した。

これらは55トレンチで検出したものと同様に、貯蔵穴であろう。弥生時代後期末期に位置付けら

れよう。
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②

（参

⑭

⑯

1

⑱　　 ⑯

4

1

1

2
1

6

0

6

①黄茶色砂質土
②茶黄色砂質土
（炭化物含）
（郭暗黄灰色砂質土
④淡灰褐色粘質土
（9灰茶色粘質土
（◎暗肌茶色粘質土
⑦明灰黄色砂質土
⑧淡灰色砂質土
（炭化物、淡橙色砂質土のブロック含）
⑨黄茶色砂質土（炭化物含）
⑬暗灰色粘土
⑪淡灰茶色粘質土
（淡黄橙色砂質土のブロック含）
⑪淡赤肌色砂質土
⑪白茶色砂質土
⑭明灰黄色砂質土
⑯淡黄灰色砂質土
⑯灰橙色シルト
⑰暗灰橙色砂質土
⑱淡灰橙色砂質土
（淡褐色粘質土のブロック含）

①～（彰上層
（釘～⑭中層
⑮～⑪下層とした
0

図72　SK9026平面・土層断面・断面図

A
⑧ ④　　 ②Ⅱ

B
③

⑪ ⑲ ⑨
⑦　　 ⑤

⑪
12 ⑥

⑳

1
3

⑯　 ⑮

18
⑭

⑳
⑳
⑳
⑯

⑰

⑳

SK9029　　　　　　　　　　　SK9028

0　　　　　　　　　　　　　1
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SK9018は南側が斜面のため削平されていた

が、検出面で、平面円形、径1．45mになると考

えられる。壁面は大きく決り込まれ、底面は平

面円形、径1．4mにもなると考えられる。深さ

0．5mである。底面は平坦である。弥生土器が

出土した。

SK9023は平面円形、径0．9m、深さ0．15mで

ある。壁面は斜めに掘り込まれていた。底面は

平坦である。土師器が出土した。

SK9025は平面円形、径0．9m、深さ0．15mで

ある。壁面は斜めに掘り込まれていた。底面は

ほぼ平坦である。土器が出土したが、摩滅が著

しい。

SK9027は東側が削平されていたが、平面円

形、径0．6m、深さ0．4mであろう。壁面は斜め

に掘り込まれていた。底面はほぼ平坦である。

弥生土器が出土した。

SK9028

①白茶灰色砂質土
（彰白茶灰色砂質土 （淡肌色砂質土のブロック含）
（郭淡黄茶色粘質土
④茶灰色砂質土
（9白茶黄色砂質土
⑥淡灰色砂質土
⑦淡褐色粘質土
⑧淡黄橙色砂質土（⑦のブロック含）
（郭灰茶色粘質土
⑲灰茶色粘質土（風化磯含）
⑪茶黄色砂質土
⑫白肌色砂質土
⑪明灰黄色砂質土
⑭褐色粘質土‾
⑯暗茶黄色砂質土
⑯淡茶褐色砂質土
⑰淡褐色粘質土
⑭淡茶灰色砂質土
⑯淡黄灰色砂質土

SK9029

⑳黄茶色砂質土

◎）淡灰肌色砂質土
⑳白茶色砂質土

⑳暗茶灰色砂質土
⑳白黄色砂質土
⑳灰茶色粘質土

⑳黄茶色砂質土

SK9028

①～⑪上層、⑭～⑯下層とした

SK9029

⑪～⑪上層、⑳～⑳下層とした

（淡肌色砂質土のブロック含）

図73　SK9028・9029平面・土層断面・断面図
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図75　SK9023平面・土層断面図　図76　SK9025平面・土層断面図

これらは55トレンチで検出したものと同様に、貯蔵穴の掘削途中
0　　　　　　1

h一十一‥！・‥一一一」m　で放棄したものであろうか。

図74　SK9018平面・断面図
ピットはトレンチ西半で検出した。平面円形が主で、径0．2～0．4m、

深さ0．1－0．2mである。土師器が出土したものもある。

56、57トレンチは尾根であったものを削平して平坦面を形成したものである。開析谷を挟んだ東

側の49、50トレンチの平坦面は居住域として、西側の56トレンチは作業域として利用していたので

あろう。さらに、56トレンチは西側の田面とは現状で3mの比高差があることから、水はけの良い

トレンチの西端を貯蔵域として貯蔵穴群を設けたのであろう。

57トレンチ

57トレンチは56トレンチの北側である。地山面で標高72．9－73．7mで、北へ傾斜していた。遺構面

は3両を検出した。

第1遺構面は現耕作土層を除いた面である。現耕作土層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼

（152）、青磁、陶器、磁器等が出土した。ピットを検出した。

ピットはトレンチ全面で検出した。平面円形、径0．2－0．4m、深さ0．1－0．3mである。柵列等まと

まりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、備前焼、磁器が出土したものもある。現耕作面

から検出面までが浅く、埋土が現耕作土と同質なことから、近現代の耕作に伴うものであろう。

第2遺構面はトレンチ北半に施された整地土層を除いた面である。整地土層からは須恵器、備前焼、

陶器、磁器等が出土した。トレンチ西半で溝、畦畔状遺構を検出した。

溝は1条検出した。南北方向で、幅0．3m、深さ0．1mである。礫が詰められていたことから暗渠排

水路である。遺構面が北へ傾斜しているため、北端は削平されて消滅していた。本来はさらに北へ、

田面の端まで延びていたのであろう。遺物の出土はみられなかった。

畦畔状遺構としたのは南北方向の帯状の高まりである。9m間隔で並行するものを2条検出した。

西側のものは幅0．3m、高さ0．1m、東側のものは痕跡程度であるが、幅0．2m、高さ数cmである。北端

は徐々に低くなり消滅しているが、前述の溝と同じく、本来はトレンチ北辺まで延びていたのであろ

う。また、畦畔状遺構の間で、これらに直交する東西方向の極めて浅い溝状の窪みがみられた。

整地土層に近世の遺物が含まれることから、これらの遺構もその時期の耕作に伴うものであろう。

第3遺構面は地山面上に堆積していた灰褐色砂質土層を除いた面で、地山面である。灰褐色砂質土
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図77　57トレンチ第1遺構面平面図

層からは土師器、須恵器、備前焼、青磁、磁器等が出土した。溝、ピットを検出した。

溝はトレンチ北端で1条検出した。幅1m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられなかった。

ピットはトレンチ北辺を中心に検出した。平面円形、径0．2～0．4m、深さ0．1～0．4mである。遺物

の出土はみられなかった。
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図78　57トレンチ第2遺構面平面図

58トレンチ

58トレンチは57トレンチの北側である。地山面で標高70．5－71．2mで、緩やかに北へ傾斜していた。

遺構面は3両を検出した。

第1遺構面は現耕作土層を除いた面である。現耕作土層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼、

陶器、磁器等が出土した。トレンチ東半で溝、ピットを検出した。
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図79　57トレンチ第3遺構面平面図

溝は2条検出した。南北方向で、幅0．7m、深さ0．1mである。遺構面が北へ傾斜しているため、北
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図80　58トレンチ第1遺構面平面図
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図8158トレンチ第2遺構面平面図

－　70　－



一、、、、／／i

図82　58トレンチ第3遺構面平面図
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（黄褐色砂質土のブロック含）
（郭灰色砂質土
（淡黄橙色砂質土のブロック含）
④茶灰色砂質土
（赤橿色砂質土のブロック含）
（9時茶灰色粘質土

⑥明灰色砂質土
（黄茶色砂質土のブロック含）
⑦淡灰橙色砂質土
⑧明黄灰色砂質土
⑨暗茶灰色粘質土
⑬灰色砂質土
（淡橙色砂質土のブロック含）
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①茶灰色砂質土
②黄褐色砂質土
（茶灰色砂質土のブロック含）
（郭暗茶灰色粘質土
（明黄褐色粘質土のブロック含）
④茶灰色砂質土
（黄褐色砂質土のブロック含）

図83　SB9001平面・土層断面図

⑤灰褐色砂質土（木炭含）
⑥暗茶灰色粘質土

端は削平されて消滅していた。本来はさらに北へ、田面の端まで延びていたのであろう。土師器、瓦

が出土した。近代の耕作に伴うものであろう。

ピットは平面円形、径0．2～0．7m、深さ0．1～0．5mである。柵列等まとまりのつかめるものはなか

った。弥生土器、土師器、須恵器、備前焼が出土したものもある。

第2遺構面はトレンチ北半に施された整地土層を除いた面である。整地土層からは弥生土器、土師

器、須恵器、備前焼、青磁、陶器、磁器等が出土した。溝を検出した。

溝はトレンチ西半でトレンチの長辺に並行する東西方向のものと直交する南北方向のものと2条検

出した。幅0．6－0．9m、深さ0．1mである。南北方向のものからは弥生土器が少量と多数の礫が検出さ

れたことから、暗渠排水路であろう。近世の耕作に伴うものであろう。

第3遺構面は地山面上に堆積していた黄茶色砂質土層を除いた面で、地山面である。黄茶色砂質土

層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼、陶器、磁器等が出土した。竪穴建物、溝、ピットを検

出した。

竪穴建物SB9001はトレンチ北辺東半で検出した。深さ0．2mの竪穴の床面からL字形の溝とピット

1基を検出したのみであるが、壁体溝をもつ4本柱の方形竪穴建物の南西部分である。他の部分は後

世の造成で削平されていた。壁体溝は幅0．3m、深さ0．1mである。柱穴の掘方は平面楕円形、長径

0．35m、短径0．25m、深さ0．2mである。竪穴の埋土から弥生土器（1531154）が、壁体溝から弥生土

器が出土した。弥生時代中期後葉に位置付けられよう。

溝はトレンチ西半を中心に検出した。平面規模は様々だが、深さ0．1m程度である。耕作に伴うも

のであろう。また、トレンチ西半中央で、外縁で径3．5m程度になるやや東西に長い楕円形を措くと

考えられる溝を検出した。幅は東側で1m、南側で0．5m、深さは東側で0．1m、南側で0．05mである。

また、この溝から東と北へ延びる溝も検出した。底面の傾斜から、水流は東側の溝から北側の溝へ抜

けるようである。東側の溝から備前焼、陶器、磁器が出土した。近世の耕作に伴う水利施設であろう

か。
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図84　59トレンチ第1遺構面平面図

ピットはトレンチ北半で検出した。平面円形、

径0．2～0．4m、深さ0．1－0．4mである。柵列等

まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、

土師器が出土したものもある。

59トレンチ

59トレンチは55トレンチの北西側である。

地山面で標高66．8～67．7mであった。北へ傾斜

していた。遺構面は3面を検出した。

第1遺構面は整地土層を除いた面である。整

地土層からは弥生土器、土師器、須恵器、陶器、

磁器等が出土した。・溝を検出した。

溝は6条検出した。東側のものは、東西方向

と南北方向の2条の溝が十文字に交差していた。

幅0．6m、深さ0．2－0．3mである。中央のものは、

緩やかな円弧を措く南北方向で、幅0．5m、深

さ0．2mである。さらに、その南端にトレンチ

に沿って東から延びてくるものは、幅0．3m、

深さ0．1～0．2mである。西側のものは、東西方

向と南北方向の2条であるが、トレンチ外の南

側で直角に交わるのであろう。これらの溝は礫

が詰められていたことから暗渠排水路である。

弥生土器、土師器、須恵器等が出土した。近世

の耕作に伴うものであろう。

第2遺構面は明茶黄色砂質土層を除いた面で

ある。明茶黄色砂質土層からは弥生土器、土師

器、須恵器、青磁、陶器、磨製石包丁等が出土

した。土壌を検出した。

土壌はトレンチ西側で3基検出した。形状は

様々で、深さ0．1mである。土師器が出土した。

また、トレンチ西半で島状の高まりや段差を

検出した。北へ傾斜していることから、流水に

よって形成されたのであろう。

第3遺構面は地山面上に堆積していた淡茶灰

色粘質土層を除いた面で、地山面である。淡茶

灰色粘質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、

瓦器、青磁、白磁、陶器等が出土した。地山面

は東西方向の高さ0．3mの段差を挟んだ2段の

平坦面から成る。北側の平坦面で掘立柱建物、



図85　59トレンチ第2遺構面平面図
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図86　59トレンチ第3遺構面平面図
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①灰茶色粘質土
②灰茶色粘質土（炭化物含
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図87　SB9002平面・土層断面図
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溝、ピットを検出した。

掘立柱建物はトレンチ北辺中央でSB9002、東側でSB9003を検出した。

SB9002は桁行2間で3．1m、梁間2間以上で0．9m以上の側柱の掘立柱建物の南半部分である。他

の部分は後世の造成で削平されていた。主軸は東西方向と考えられる。柱間は桁行で1．5～1．6m、梁

間で0．9mである。柱穴の掘方は平面円形、径0．2～0．4m、深さ0．1－0．6mである。弥生土器、土師器、

須恵器、瓦器が出土した。

SB9003は桁行3間で5．75m、梁間1間で2．7mの側柱の掘立柱建物である。主軸は南北方向である。

柱間は桁行で1．9－1．95m、梁間で2．7mである。梁間の柱間が桁行のそれに比して広いので、中間に

柱があったのかもしれない。柱穴の掘方は平面円形、径0．25－0．4m、深さ0．2～0．5mである。弥生土

器、土師器、須恵器、瓦器が出土した。

掘立柱建物の詳細な時期の決定は困難だが、大きく中世に位置付けられよう。

溝は段差に沿うように、2条検出した。幅0．3m、深さ0．05mである。弥生土器、土師器、須恵器

が出土した。

ピットはトレンチ東半で検出した。平面円形、径0．1～0．4m、深さ0．2～0．5mである。柵列等まと

まりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものもある。

59トレンチの位置する田面は凸の字形を呈している。尾根を整形した痕跡であろう。狭いながら

も、建物が築かれている。しかし、51～53トレンチに比べて数m低い位置であり、第1遺構面で多

数の暗渠排水路が検出されたように、水はけが悪かったようである。そのため、開発されたのはかな

り降った時代になってからである。
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（郭

③

3

①淡灰茶色粘質土

②茶灰色粘質土

③灰茶色粘質土

④灰色砂質土

図88　SB9003平面・土層断面図
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60トレンチ

60トレンチは63トレンチの北端から東へ延びる部分で、調査地の北端である。地山面で標高63．4－

64．3mであった。段差を除いて、ほぼ平坦であった。遺構面は地山面上の堆積土層を除いた面で、地

山面1面のみであった。堆積土層からは土師器、須恵器が出土した。

地山面は高き0．7mの段差を挟んだ2段の平坦面から成る。トレンチ北辺中央で土壌1基、ピット

2基を検出した。土壌は平面長円形、長径0．6m、短径0．3m、深さ0．1mである。ピットは平面円形、

径0．3m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられなかった。

61トレンチ

西区は大半が北向きの斜面上に立地しているが、西辺は西向きの斜面上に立地している。その部分

の61～66トレンチが西向きの斜面上に立地していることになる。

61トレンチは54トレンチの西側である。調査時間の制約のため、54トレンチとつながり、遺構密

度が高いと想定されるトレンチ南半を中心に調査した。地山面で標高65．2～66．5mで、西へ傾斜して

いた。遺構面は3面を検出した。

第1遺構面は明茶黄色砂質土層を除いた面である。遺構面の東半はほぼ平坦だが、西半は西へ大き

く傾斜していた。明茶黄色砂質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、備前焼、磁器等が出土した。

溝を検出した。
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溝は2条検出した。東半の平坦面で検出したものは東

西方向で、幅0．7m、深さ0．4mである。礫が詰められてい

たことから暗渠排水路である。弥生土器、須恵器、備前

焼、磁器等が出土した。西半の斜面で検出したものは、

斜面に築かれていた石垣の最下段の石を据えつけるため

の溝である。弥生土器、土師器、須恵器等が出土した。

近世の耕作に伴うものであろう。

第2遺構面は東半の平坦面上にのみ堆積していた淡赤

茶色砂質土層を除いた面である。淡赤茶色砂質土層から

は弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、陶器、磁器等

が出土した。

ピットを3基検出した。平面円形、径0．3－0．4m、深さ

0．1－0．2mである。東側

の2基から弥生土器が出

土した。

第3遺構面は地山面上

に堆積していた淡灰褐色

粘質土層を除いた面で、

地山面である。淡灰褐色

粘質土層からは弥生土器、

土師器が出土した。遺構

面の全面で溝、土壌、ピ

ットを検出した。溝は東

図9161トレンチ第2遺構面平面図　図92　61トレンチ第3遺構面平面図西方向、幅0．2－0．3m、

深さ0．1mであるが、遺構面南辺で検出した緩やかな円弧を措くものは幅0．8m、深さ0．3mである。弥

生土器、土師器が出土したものもある。

土壌は平面不定形、深さ0．1m程度である。弥生土器、土師器が出土したものもある。

ピットは平面円形のものが主で、径0．2－0．4m、深さ0．1－0．2mである。土師器が出土したものも

ある。

62トレンチ

62トレンチは61トレンチの西側である。63トレンチと同様に南北に80数mに渡って細長く延びて

いた。地山面で標高64．4～66．5mで、西へ傾斜していた。遺構面は2面を検出した。

第1遺構面はトレンチ南半でのみ堆積していた褐灰色砂質土層を除いた面である。褐灰色砂質土層

からは弥生土器、土師器、須恵器等が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝は4条検出した。幅0．2～0．5m、深さ0．1～0．2mである。弥生土器、土師器が出土した。

土壌はトレンチ南辺で1基検出した。大半はトレンチ外の南へ広がる。検出した範囲で長径3．2m、

深さ0．1mの不定形な落ち込み状を呈する。弥生土器が出土した。
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ピットは遺構面の東半を中心に

検出した。平面円形、径0．2－0．4

m、深さ0．1－0．2mである。弥生

土器、土師器が出土したものもあ

る。

第2遺構面はトレンチ南半での

み地山面上に堆積していた暗褐灰

色粘質土層を除いた面で、地山面

である。暗褐灰色粘質土層からは

弥生土器、土師器、須恵器が出土

した。溝、土壌、ピットを検出し

た。

溝は遺構面中央で1条検出し

た。幅0．5m、深さ0．1mである。

土師器が出土した。

土壌、ピットは遺構面全面で検

出した。平面円形のものが主で、

径0．2～0．8m、深さ0．1～0．3mであ

る。柵列等まとまりのつかめるも

のはなかった。弥生土器、土師器

が出土したものもある。

63トレンチ

63トレンチは62トレンチの西側

で、西区の西辺である。前述のよ

うに、西向きの斜面上に立地して

いる。トレンチは62トレンチと同

様に南北に細長く90m以上あった

ため、南北に分け、南側から調査

に着手した。その結果、トレンチ

の東半で地山面を確認し、遺構を

検出した。遺構はトレンチ南東部

のみに集中してピットを検出し

た。このように遺構が集中する所

が限られ、工事の掘削深度もそこ

へ至らないため、63トレンチはト

レンチ南東部で検出した地山面の

調査をもって終了した。



図95　63トレンチ遺構面平面図

調査した範

囲ではあるが、

地山面で標高

63．3－64．2m

で、西へ傾斜

していた。遺

構面は地山面

上に堆積して

いた褐灰色砂

質土層を除い

た面で、地山

面1面のみで

あった。褐灰

色砂質土層か

らは弥生土器、

土師器、須恵

器、白磁等が

出土した。掘

立柱建物、溝、

土壌、ピット

を検出した。

掘立柱建物

SB89（2）03は

調査範囲中央

で検出した。

遺構面の平坦

面の様相から

西方へ延びる

とは考え難く、

桁行2間で4．9m、梁間2間で4．5mの側柱の掘立柱建物であろう。北角は後世の造成で削平されてい

た。主軸は南北方向と考えられる。柱間は桁行で2．45m、梁間で2．1～2．4mである。柱穴の掘方は平

面円形のものが主で、径0．4m、深さ0．2～0．6mである。弥生時代後期の弥生土器が出土したものもあ

る。

港は調査範囲南半で2条検出した。トレンチの長辺に並行で、幅0．2m、深さ0．1mである。弥生土

器が出土したものもある。

土壌、ピットは調査範囲全面で検出した。平面円形のものが主で、径0．2－0．6m、深さ0．2－0．6m

である。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器、須恵器が出土したものもあ

る。
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①
②

①暗灰色粘質土

②灰色褐色粘質土

（郭灰色粗砂

図96　SB89（2）03平面・土層断面図
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図97　64トレンチ遺構面平面図
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64トレンチ

64トレンチは61トレンチの南側である。遺構面の把握のために、事前にトレンチの南北辺に沿っ

て1m幅で地山面まで掘削した。地山面は65トレンチと同様に西北へ傾斜しているようで、北側では

地表面から深い所で2mにもおよぶことが判明した。しかし、その埋土は砂質土に径2～5cmの灰色

系、橙色系の粘土塊を含むことから、人為的な整地土層である。整地土層からは弥生土器、土師器、

須恵器、備前焼、鉄釘（Ml）が出土した。地山面では溝を検出した。検出したのはわずかな範囲だ
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が、北側のものは幅0．5m、深さ0．1m、南側のものは幅1m、深さ0．2mである。北側の溝の埋土から

は磁器が出土した。これらのことから、整地が施されたのは近世以降と考えら、地山面の遺構も希薄

なため、64トレンチの調査はこれで終了した。

図99　65トレンチ第2遺構面平面図
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65トレンチ

65トレンチは64トレンチの西側である。地山面で標高64．9－66．4mで、西へ傾斜していた。遺構面

は2面を検出した。

第1遺構面は明灰黄色砂質土層を除いた面である。明灰黄色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

恵器、瓦質土器、備前焼、青磁、陶器、磁器等が出土した。溝、土壌、ピットを検出した。

溝は3条検出した。幅0．3～0．7m、深さ0．1mである。土師器、須恵器が出土したものもある。近現

代の耕作に伴うものであろう。

土壌はトレンチ東半で散在して検出した。平面形は様々であるが、深さ0．1m前後である。弥生土

図100　66トレンチ第1遺構面平面図
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器、土師器、須恵器、備前焼が出土したものもある。

SK89（2）06はトレンチ中央で検出した。平面不定形、長径1．8m、短径1．2m、深さ0．1mである。弥

生土器（155）、土師器、須恵器、備前焼（156）が出土した。

SK89（2）07はトレンチ北東部で検出した。平面長方形、長辺2m、短辺1．4m、深さ0．4mである。

弥生土器、土師器、備前焼（157）、染付が出土した

ピットはトレンチ全面で検出した。平面円形のものが主で、径0．2～0．5m、深さ0．1－0．4mである。

柵列等まとまりのつかめるものはなかった。土師器の小片が出土したものもある。

SP89（2）24はトレンチ中央でほぼ等間隔に並んで検出した5基のピットの南から2基目である。平

図10166トレンチ第2遺構面平面図
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面楕円形、長径0．45m、短径0．3m、深さ0．2mである。弥生土器、土師器（158）が出土した。

第2遺構面は地山面上に堆積していた淡赤茶色砂質土層を除いた面で、地山面である。淡赤茶色砂

質土層からは弥生土器（159・160・161・162・163・164・165）、土師器、須恵器、サヌカイト製

打製石包丁（S9・SlO）等が出土した。溝、ピットを検出した。

溝は3条検出した。幅0．3m、深さ0．1mである。弥生土器が出土したものもある。

ピットはトレンチ全面で検出した。平面円形、径0．2－0．5m、深さ0．1～0．5mである。柵列等まと

まりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器が出土したものもある。

トレンチの北西部は北西方向へ段を成して落ち込んでいた。この段差は66トレンチ東辺で検出し

たものに続き、落ち込みの底面は66トレンチ第6遺構面に続くものである。
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66トレンチ

66トレンチは65トレンチの西側で、西区の南西端である。地山面で標高64．0～64．1mで、ほぼ平坦

であった。遺構面は6両を検出した。

第1遺構面は現耕作土層を除いた面である。現耕作土層からは弥生土器、土師器、須恵器、染付が

出土した。溝を検出した。

溝はトレンチを東西方向に横断する幅0．3－0．4m、深さ0．1－0．2mの2条と、トレンチ南東角の幅

0．3m、深さ0．05m未満の浅い2条である。土器の小片が出土したものもある。前者は礫が詰められ

ていたことから暗渠排水路である。後者は耕作に伴う鋤溝である。これらは近現代の耕作に伴うもの

であろう。

図103　66トレンチ第4遺構面平面図
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第2遺構面はトレンチ西半に施された厚さ0．2mの整地土層を除いた面である。整地土層からは弥

生土器、土師器、須恵器、備前焼、陶器、磁器等が出土した。溝を検出した。

溝は田面の長辺に並行する南北方向で、幅0．1～0．4m、深さ0．05m未満である。遺物の出土はみら

れなかった。近現代の耕作に伴う鋤溝であろう。

第3遺構面は淡茶灰色砂質土層を除いた面である。淡茶灰色砂質土層からは弥生土器、土師器、須

恵器、瓦質土器、備前焼、青磁、白磁等が出土した。ピット、落ち込みを検出した。

ピットは3基検出した。平面円形、径0．3m、深さ0．1m未満である。落ち込みは長さ10m、幅1．5m、

深さ0．1mである。底面は平坦である。遺物の出土はみられなかった。これらは近世の耕作に伴うも

のであろう。

図104　66トレンチ第5遺構面平面図
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第4遺構面は自灰色砂質土層を除いた面で、トレンチ北半部分で検出した。自灰色砂質土層からは

弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、備前焼、陶器等が出土した。ピットを検出したが、それらを

検出したのは遺構面の東半部分である。トレンチ全体からすると北東部分にあたる。

ピットは平面円形、径0．2～0．4m、深さ0．1－0．2mである。柵列等まとまりのつかめるものはなか

った。弥生土器、土師器、備前焼の小片が出土したものもある。

第5遺構面は茶灰色系砂質土層を除いた面で、数段の段を成して、西へ傾斜していた。茶灰色系砂

質土層からは弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器等が出土した。ピット、溝を検出した。

溝はトレンチ北西部分で1条検出した。幅0．2m、深さ0．05mである。弥生土器が出土した。

図105　66トレンチ第6遺構面平面図
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ピットはトレンチ東半部分を中心に検出した。平面円形のものが主で、径0．2～0．3m、深さ0．1～

0．2mである。柵列等まとまりのつかめるものはなかった。弥生土器、土師器の小片が出土したもの

もある。

第6遺構面は地山面上に堆積していた褐色粘質土層を除いた面で、地山面である。褐色粘質土層か

らは弥生土器、土師器が出土した。竪穴建物、溝、ピットを検出した。

竪穴建物はトレンチ南半中央で検出した。深さ0．5mの竪穴の床面からU字形の溝とピットを検出

した。壁体港、中央穴をもつ円形竪穴建物である。西辺は後世の造成で削平されていた。壁体溝が二

重に巡ることから、径5．1mのSB89（2）01を径6．2mのSB89（2）02に拡張している。柱穴は分離出来な

かったが、どちらの建物も4本柱であろう。壁体溝は89（2）01に伴う内側のものが幅0．2m、深さ0．05

m、89（2）02に伴う外側のものが幅0．3m、深さ0．05mである。中央穴は2基を隣接して検出した。東

側の掘方は平面円形、径0．25m、深さ0．4mで、ほぼ垂直に掘り込まれていた。西側の掘方は平面楕

円形、長径0．9m、短径0．5m、深さ0．3mで、斜めに掘り込まれていた。柱穴の掘方は平面円形、径

0．35m、深さ0．5－0．7mである。床面から炭化材を検出したことから、火災で廃絶したことが窺える。

竪穴の埋土から弥生土器（166・167・168・169・170・171・172・173・174・175・176・177・

178・179・180・181・182・183・184・185・186・187・188・189・190・191・192・193）、

頁岩製磨製石包丁（Sll）、サヌカイト剥片（S12・S13・S14・S15）が出土した。調査時に竪穴は
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①暗黄灰色粘質土（木炭含）

（彰暗灰色粘質土

③暗黄灰色粘質土

④暗黄灰色粘質土

（明黄色砂質土のブロック含）

⑤暗黄灰色砂質土（木炭含）

⑥暗褐色粘質土（木炭、焼土含）

（参暗灰色砂質土

⑧灰色砂質土（木炭少量含）

⑨暗灰色粘質土（木炭少量含）

D

⑤　　　　　①

⑩
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⑪

⑲灰色粘質土
⑪暗灰色粘質土（木炭含）
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？Zl

⑫茶灰色粘質土
⑪茶灰色粘質土（木炭含）

F

⑤　　　　①

図107　SB89（2）01・89（2）02平面・土層断面図
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流入水によって泥棒と化していた中を手探りで遺物を取り上げるような状況であった。床面で壁体溝

を検出したことから建て替えが判明したので、竪穴の埋土から出土した遺物がどちらの建物に伴うも

のなのかは不明である。壁体溝、中央穴、柱穴からも弥生土器が出土した。時期は弥生時代中期後半

に位置付けられよう。

溝はSB89（2）01の北側で1条検出した。幅0．5m、深さ0．1mである。遺物の出土はみられなかった。

ピットはSB89（2）01の北側で散在して検出した。平面円形、径0．2－0．5m、深さ0．1～0．3mである。

柵列等まとま・りのつかめるものはなかった。弥生土器の小片が出土したものもある。

西区の西向き斜面上で竪穴建物を検出したのはこのトレンチのみである。地表面から遺構面までの

深度の差も考慮しなければならないが、北向き斜面である他の西区や東区の様相と比較すると、西向

き斜面は調査面積に比して竪穴建物が極端に少ない。SB89（2）01を含む西側斜面は他とは違った使途

に供されていたのであろうか。
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第Ⅳ章　遺　物

第1節　土器類

発掘調査によって出土した土器類について、その概要を説明する。全体としては、弥生時代の土器、

古墳時代の土師器、須恵器、古代の土師器、中世の土師質土器や陶磁器、近世の陶磁器である。遺物

の出土量からすると、弥生時代の土器が主体となる。弥生時代の土器については、中期と後期である。

中期は後半、後期は前半の時期である。中期はその特徴から前（中I期）・中（中Ⅱ期）・後（中Ⅲ

期）の3時期に分けてとらえ、中I期は従来の高田式で畿内第Ⅱ様式、中Ⅱ期は従来の南方式と菰池

式で畿内第Ⅲ様式、中Ⅲ期は仁伍式、前山Ⅱ式に対応する。後期については、後I期から後Ⅳ期の4

時期に区分する。後I期から後Ⅲ期が従来の上東式、後Ⅳ期は従来の酒津式に対応する。

28トレンチ（SD8804）出土遺物（図108）

壷形土器（1）、葉形土器（2）、高杯形土器（3）、底部（4－6）である。いずれも器表面の風

化が進行していることから、調整の詳細は不明である。中Ⅲ期の時期である。

30トレンチ出土遺物（図108）

13世紀後半の土師質土器鍋（7－10）である。口縁部の形状は「く」字形に外反するものと直口

で断面三角形の突帯が貼られるタイプに分けられる。前者については、一見、口縁端部の形状は個々

に異なるようでもあるが、基本的には内湾し、端部をつまみ上げる形状といえる。外面調整は風化し

ており、不明であるが、内面にはヨコパケが認められる。岡山平野の同種の土器鍋と比較すると、調

整や整形がやや租雑な様相を呈する。

31トレンチ（SB8803・SD8807）出土遣物（図108）

壷形土器（11・15・17）、鉢形土器（12・13）、高杯形土器（14）、底部（16）である。いずれも器

表面の風化が進行していることから、調整の詳細は不明である。時期は中Ⅲ期と後Ⅳ期の2時期があ

る。SB8803には中Ⅲ期と後Ⅳ期のものが混在しており、SD8807は後Ⅳ期のもののみで構成され

る。

33トレンチ（SK8811・SK8818・SK8822・S P8827・S P8836・S P8840・S P8860・

S P8864）出土遣物（図108）

SK8811出土の土師器（20）以外は弥生土器である。土師質土器杯（20）は、10世紀後半の時期

である。弥生土器の特徴としては県南部の特徴が大半であるが、葉形土器（23）は県北部の特徴を

有している。各土器の調整は、比較的残りが良好であり、パケやヘラミガキが認められる。中Ⅲ期の

時期である。

35トレンチ（SB8804・SP8886）出土遺物（図109）

SB8804から土師器（27）が、SP8886から弥生土器（28・29）が出土した。28が中III期、29が後I
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期、27が古Ⅱ期の時期である。

36トレンチ出土遺物（図109）

遺構面の覆土から出土した土器である。弥生時代後期前半、古墳時代前期、古墳時代中期の時期で

ある。30は古墳時代前期の葉形土器で、県南部に特徴的な、いわゆる「吉備型嚢」である。31－33

は後Ⅱ期の時期であり、32はおそらく砲弾型を呈する鉢形土器の胴部付近の破片であり、稚拙な鋸

歯文が焼成前に線刻されている。胎土は比較的精選されている。器台の筒部になる可能性もある。

33は底部である。34は古墳時代前期の小型器台形土器、もしくは高杯形土器であろう。器表面は柵

かなへラミガキが施されているが、器壁は比較的厚く、在地的な土器といえる。35は須恵器杯身で、

5世紀末から6世紀初頭の時期である。

38トレンチ（SK8835）出土遺物（図109）

土器棺である壷形土器（36）は、頚部以上を打ち欠いている。内部から高杯形土器（37）が出土

しており、同様の土器棺から推測すると、土器棺の蓋として使用されていたと考えられる。ただし、

高杯形土器（37）は、断面等がかなり風化しており、二次的に混入した可能性もある。壷形土器

（36）は、内面の調整は観察できないが、器壁も厚く、後期の特徴を有している。高杯形土器（37）

の特徴から後I期の時期と考えられる。

44トレンチ（S B8901・S D8912・SD8913・SD8919・SK8902・SK8908・S P8911・

SP8913・SP8963・S P8965・SP8967）出土遺物（図109・110）

中世から弥生時代中期末の時期の土器である。38・39は亀山焼の嚢の胴部片である。40は15世紀

の時期の備前焼措鉢である。瓦質土器鍋（41）は14世紀の時期である。須恵器杯蓋（42）は7世紀

初頭の時期である。43は土師質土器皿の小片で、風化が著しく、底部外面の調整も観察できない。

土師質土器杯（44）は11世紀前半の時期である。45は備前焼嚢の口縁部片で、租雑なヨコナデが施

されている。46は土師質土器鍋の破片である。小片のため全形は不明で、調整も不明である。47～

54、56～64、67、68、70、71は、弥生時代後期の土器であり、57については中期末の特徴が認めら

れる。ただし、全体的には後Ⅱ期から後Ⅳ期の時期幅の中にあり、比較的長時期の遺物や遺構が存在

しているといえる。器台形土器（71）以外は小片であり、器表面の残存状態も悪く、調整等は不明

であるものが大半である。47は小片ではあるが、「く」字形に外反する口緑部を有する葉形土器で、

外面には平行タタキが施され、比較的薄手の器壁である。特徴的な胎土ではないが、東からの搬入と

推測される。時期的に共通すると考えられる50・51は、県南部の土器の特徴を忠実に模しており、

該期における地域的特徴が県南部と一体的であったことがうかがわれる。器台形土器（49）は小片

であるが、断面方形の突帯があり、円形の透かし穴が認められる。胎土は比較的精選されてはいるが、

基本的には普通の土器胎土である。63は外面には僅かながらへラミガキが認められ、県南部におけ

る後Ⅱ期の小型高杯の在地化したものと推測される。手づくね土器（67）は、口緑部の特徴から後

Ⅱ期の嚢形土器を模していると推測される。土師質土器皿（65・66）は13世紀後半の時期である。

土師質土器皿（69）は14世紀後半の時期である。

ー　97　－



33

ヽ－一寸二二7　43

図109　土器実測図（2）

ー　98－



芋　二7
44トレンチ

J i1

49

羊二十一¢55　＼＼＼」ニ／58

＝「‾　一
I l　－　l‾　－l t

l

l

∴　∴二＿三二

二　一三＿
1　　二．てノ

65 66

i　－

1

『≡≡三雲＼土ク7。

「二二、二

◎≡7：6
＼＼∑＝⊆♂

ー　99一



45トレンチ出土遺物（図110）

中世の土器のみである。72・73は備前焼の小片であり、15世紀の時期である。須恵質土器杯（74）

は、小片であることから椀になる可能性もある。底部は糸切りである。75は青磁椀である。土師質

土器椀（76）は12世紀前半の時期である。土師質土器皿（77）は、底部の調整は不明であるが、14

世紀前後の時期と推測される。

46トレンチ（SD8908・SK8905）出土遺物（図110）

中・近世の土器のみである。備前焼措鉢（78）は15世紀後半の時期である。瀬戸系陶磁器（79）

は18世紀後半の時期である。土師質土器皿（80）はいわゆるへソ皿であり、14世紀後半の時期であ

る。

51トレンチ（SB8906）出土遺物（図110）

高杯形土器（81）と嚢形土器（82）である。いずれも中Ⅲ期の時期である。器表面の残存状態が

悪いため調整等は不明である。

52トレンチ（SD8938）出土遺物（図111・112）

83は15世紀の青磁椀の小片で、84は須恵器の平瓶の口緑部、85は土師器嚢である。SD8938には

中世の土器と7世紀初頭の土器とが混在しているが、主体は弥生時代の土器である。86は弥生時代

後期の鉢形土器である。比較的大きな破片であることや、同期の土器の量が少ないことから、土器棺

の蓋であった可能性も推測される。87－95、97－101、103－105は明確な遺構からではないが、まと

まって出土した。時期的にもまとまっており、土器溜まりなどの遺構の一部である可能性が高い。葉

形土器（87～90・101）のうち、89以外は、胎土も似ており、口緑端部の形状も同じである。89は弥

生時代後期の時期で、他は中期末（中Ⅲ期）の時期である。図化できない土器の小片も含めても、ま

とまって出土した土器のなかで、後期に属するのは891点だけである。いずれの土器も表面の風化

が著しいことから、調整の大半は観察できない。高杯形土器（91・97・98）はいずれも同時期であ

る。91と98は接合しないものの胎土的にはよく似ている。壷形土器（99・100）は別個体の土器であ

る。99には角閃石が含まれていることから、搬入された土器である可能性が高い。96と102も中Ⅲ期

の土器であるが、まとまって出土した土器群よりも古相を示す。底部（92－95）は葉形土器のもの

で、器壁が薄手で中期の特徴を有している。

53トレンチ（S B8911・S B8912・S D8939・S D8960・S D8961・S P89168・S P

89189・SP89208）出土遣物（図112・113）

弥生時代後期の土器と中世の土器である。105は土師質土器皿、106は備前焼椀、107は瓦質土器鍋

である。105と107は15世紀の時期であり共通する。106については時期が遡る。小片であることから、

混入と考えたいが、同時期における他地域からの搬入である可能性もある。ただし、周辺地域で同時

期の同種の椀は認められない。108・109は弥生時代後期の葉形土器である。110は中Ⅲ期である。

111～113は、弥生時代後期の時期で後Ⅳ期である。SD8961から出土した葉形土器（114・115）は

中Ⅲ期の時期で、口緑端部の形状もよく似ており、同時期といえる。SD8960から出土した葉形土
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器（116）は、完形品であり∴内外面の調整の残存状態も良好である。外面上半はヨコへラミガキ後、

下半からタテヘラミガキを施し、内面は胴部中位以下をヘラケズリしている。中Ⅲ期の時期ではある

が、口緑端部の形態から114・115よりも後出する。

52トレンチ
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図111土器実測図（4）
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55トレンチ（SK9011・SK9013・SK9015）出土遺物（図113）

SK9011から出土した高杯形土器（117）、嚢形土器（118・119）は、後Ⅳ期の時期である。SK

9013から出土した葉形土器（123）、高杯形土器（122・124～127）も後Ⅳ期の時期である。ただし、

いずれも後Ⅳ期でも古相の特徴を有している。SK9015から出土した128・129は、いずれも小片で

あるが、とくに高杯形土器（129）は、口緑部の立ち上がりが高いことから後Ⅳ期の時期といえる。

55トレンチには後Ⅳ期の遺物が集中している。

56トレンチ（SK9019・SK9021・SK9022・SK9024・SK9026・SK9028rSK9029）出土遺物（図113L

114・115）

SK9019からは弥生時代後期の土器が比較的まとまって出土した。壷形土器（130）は、内外面に

細かいヘラミガキが認められ、胎土も赦密である。口縁端部や脚端部は欠損しているが、他は完形で

ある。壷形土器（132）は、口縁部が上方に拡張されており、退化した、あるいは山陰系の要素を取

り入れた後Ⅲ期系譜の長頸壷形土器である。高杯形土器（134）は水漉し粘土を用いている。器表面

は残存状態が悪く、調整等は不明である。SK9019から出土した土器は、全体として同時期であり、

後Ⅳ期の時期といえる。SK9021から出土した器台形土器（135）は中空で、円孔が縦列に並ぶ。S

K9022から出土した嚢形土器（136・137）と鉢形土器（138）は、いずれも器表面の調整は風化のた

め不明であるが、時期は後Ⅳ期である。SK9024から出土した鉢形土器（139）、高杯形土器（140－

143）は、後Ⅳ期の時期である。140は器表面の残存状態が良好であり、比較的細かな単位のヘラミ

ガキが観察される。SK9026から出土した壷形土器（144）は、外面タテパケが観察され、後Ⅳ期の

時期である。SK9028から出土した葉形土器（145・147）、は、いずれも小片であり、全形は不明で

あるが、畿内系の土器である。時期は後Ⅳ期の範噂に入ると推測される。146は手づくね土器である。

SK9029から出土した高杯形土器（148）と鉢形土器（149－151）は、いずれも器表面の風化のため

調整は不明であるが、後Ⅳ期の時期である。56トレンチから出土した土器は、後Ⅳ期の時期でまと

まる傾向が明らかであり、該期の遺構面が良好に保存され、さらに集中していたといえる。これらの

ほかに弥生時代の時期と考えられる土玉（Dl）も出土している。

57トレンチ出土遺物（図114）

備前焼措鉢（152）は16世紀の時期である。

58トレンチ（SB9001）出土遺物（図114）

SB9001から底部（153）、高杯形土器（154）が出土した。底部（153）は小片であり、器表面の

残存状態は悪い。高杯形土器（154）は、ヘラナデもしくは単位め大きなヘラミガキを施しており、

口縁部は受け部からわずかに立ち上がる。中Ⅲ期の時期である。

64トレンチ出土遺物（図115）

残存状態は良好ではないが、長さ約2cmの鉄釘（Ml）である。両端は欠損しており、全長は不明

である。先端付近の破片である可能性が高い。断面は方形である。
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65トレンチ（SK89（2）06・SK89（2）07・S P89（2）24）出土遺物（図114・116）

SK89（2）06から出土した底部（155）は弥生時代の土器である。156は備前焼措鉢の小片で、ノ

15世紀の時期である。SK89（2）07から出土した備前焼嚢の底部（157）は、時期についてはよく

わからないが、焼成等は備前焼措鉢（156）とよく似ている。S P89（2）24から出土した土師質土

器皿（158）は、底部にヘラキリ痕が認められ、法量的には13世紀前後の時期と考えられる。159～

165は、弥生時代中期と後期の土器である。中期は壷形土器（162）と器台形土器（164・165）であ

る。器台形土器は、脚端部の形状や調整に差があり、時期差ととらえることができる。ただし、それ

は中Ⅲ期の範噂での時期差といえる。後期の土器は器表面の風化が激しく、調整等は観察できない。

いずれも後Ⅱ期の時期である。

66トレンチ（SB89（2）01・89（2）02）出土遺物（図116・117・118）

S B89（2）01・89（2）02から出土した土器は、弥生時代中期中葉から後半の時期である。中

Ⅱ期と中Ⅲ期の2時期が認められる。まず中Ⅱ期の土器は、壷形土器（170・173・174）、高杯形土器

（183・184）、葉形土器（179・180）、器台形土器（185）である。いずれも破片であるが、器表面の

パケメ等が明確に認められる個体もあり、残存状態は良好である。中Ⅱ期の新相の様相を呈する。中

Ⅲ期の土器は、壷形土器（166－169・171・172・175－177）、葉形土器（178）、高杯形土器（181・

182）である。高杯形土器（182）は、口緑部上端が平坦面となっており、そこに四線が認められる

ことから、後期の時期へと直結する特徴を有している。その他の土器についても中Ⅲ期の特徴のうち

でもそれほど古相の様相ではない。中Ⅲ期は2～3中期に分かれることが推測されることから、S B

89（2）01と89（2）02には時期差があるといえる。SB89（2）01・89（2）02からは、上記の

土器のほかに絵画を措いた壷形土器の破片が2点（192・193）出土している。接合はしなかったが、

同一個体であろう。長頸壷形土器の胴部と頚部の接合部付近の破片である。192はいわゆる鳥装祭祀

の情景あるいは鳥装の司祭者を措いたものであり、193は寄棟造屋根構造をもつ高楼状の建物が措か

れ、梯子状の構造を有していたことを示している描線も認められる。鳥取県稲吉角田遺跡の中期後半

の壷形土器の頚部には頭飾りを装着した船を漕ぐ人物と高楼建物が描かれている。ある情景を措いた

構図であり、本例とも共通する。

その他の土器類

89年度1次調査の

際、遺構掘削の廃土中

から分銅形土製品（D

2）を採集した。
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図115　鉄製品・土製晶実測図
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図117　土器実測図（9）
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図118　土器実測図（10）
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第2節　石器

新庄尾上遺跡では、包含層および弥生時代の遺構から、石器が出土している。広大な調査面積であ

ったものの、出土点数は極めて少ない。遺構から出土した石器は、Sl（SK8812）、S3（SD8823）、

S5（土器集中部）、S7（SD8841）、Sll～S15（SB89（2）01・89（2）02）である。その他は包含層から出

土した。

石包丁（Sl・S2・S4・S9・SlO・Sll）（図119・120）

サヌカイト製の打製石包丁（Sl・S4・S9・SlO）と磨製石包丁（S2・Sll）が出土している。サヌカイ

ト製は、S4を除き破損品で側線に決りを有する形態である。S2は安山岩、Sllは頁岩と考えられる。

石鍍（S5）（図119）

サヌカイト製が1点出土している。基部をやや欠いているものの、凹基式とみられる。

太型蛤刃石斧（S3）（図119）

ビン岩製の破損品が1点出土している。刃部は良好に残存するものの、上半部を欠いている。

砥石（S6IS7）（図119）

大型品（S6）と小型品（S7）が1点ずつ出土している。いずれも砂岩製と考えられる。

剥片（S8・S12～S15）（図119・120）

SB89（2）01・89（2）02からまとまって出土している。S12－S14はサヌカイトの剥片である。S15の石

材は不明である。この他、図示していないが、サヌカイトの剥片が少量出土している。

小結

新庄尾上遺跡の石器利用のあり方は、剥片石器の石材にサヌカイトを利用しながら、石斧や磨製石

包丁へ非サヌカイト系石材を用いるという、吉備南部に広く見られるものといえる。また、遺跡内か

ら石核となる板状剥片は出土しなかったものの、剥片・砕片が少量ではあるが出土しており、集落内

においてサヌカイト製の石器製作が行われていたようである。

地形的にみて、新庄尾上遺跡は平野部からやや内陸部の山間部へ北上した地点に位置している。こ

のように、吉備高原の端部に位置する旭川流域の弥生集落の調査例は多くなく、今回の調査は、弥生

時代の石器利用という面からも、貴重な資料を提供したと言えるだろう。
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図119　石器実測図（1）（S＝〟3、S6のみS＝1／4）
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図120　石器実測図（2）（S＝〟3）＊S9・SlOのトーンは新しい欠損を表す
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図番号 器種 石材 長 さ（c m ） 幅 （c m ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g） 遺 構 備考

S l 打 製石包丁 サヌ カイ ト 3．4 4 ．7 0．8 1 8．9 3 3 T S K 8 8 12

S 2 磨 製 石包丁 安山岩 3．8 6 ．8 0．9 3 3．0 ・ 3 6 T 包 含 層

S 3 太 型 蛤 刃石 斧 ヒン岩 6．9 6 ．4 3．9 2 6 0 ．9 4 3 T S D 8 8 2 3

S 4 打 製 石包丁 サヌ カイ ト 3．0 7 ．5 0．7 1 5．4 4 4 T 包 含 層

S 5 石 銀 サ ヌカイ ト 3 ．8 1．8 0．6 2 ．7 4 4 T 土 器 集 中部2

S 6 砥 石 砂岩 2 2．0 2 0 ．0 8．3 3 7 8 0．0 5 2 T 包 含 層

S 7 砥 石 砂岩 6 ．3 3 ．9 2．3 8 3．7 5 3 T S D 8 9 1 4

S 8 剥 片 サ ヌカイ ト 2 ．4 4 ．0 0．5 3 ．7 5 4 T 包 含 層

S 9 打 製 石包丁 サ ヌカイ ト 4 ．8 8 ．7 0．9 4 0．9 6 5 T 包 含 層

S l O 打 製 石包丁 サヌ カイ ト 4 ．2 12 ．0 0．8 6 3．4 6 5 T 包 含 層

S 1 1 磨 製 石包丁 頁岩 3 ．5 8．3 0．6 2 9．7 S B 8 9 （2 ）0 1 ・0 2

S 12 剥 片 サ ヌカイ ト 1．4 3．6 0 ．3 1．0 S B 8 9 （2 ）0 1 ・0 2

S 13 剥 片 サ ヌカイ ト 1．8 1．5 0 ．2 0．2 S B 8 9 （2 ）0 1 ・0 2

S 14 剥 片 サ ヌカイ ト 2 ．7 3．4 0 ．6 5．5 S B 8 9 （2）0 1 ・0 2

S 15 剥 片 不明 3 ．2 3．8 0 ．3 3．6 S B 8 9 （2）0 1・0 2

石器観察表
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第Ⅴ章　結　語

第1節　弥生時代中期から古墳時代の土器

新庄尾上遺跡の調査で最も多く出土しているには、弥生時代中期から古墳時代前期の土器である。

なかでも主体となるのは、弥生時代中期の土器である。ここではそれらの土器の時期的な変遷を整理

して、新庄尾上遺跡における集落の消長について考える基礎的な資料を作成したい。

弥生時代中期（図121）

弥生時代中期の土器は、クシ措文の施文の開始がメルクマールとなる。そうすると、大枠では前期

的なプロポーションの土器にクシ措文が施される段階（1）、中期的なプロポーションに変わる段階

（2）、部分的に凹線文が施される段階（3）、凹線文が主体となる段階（4）の4段階が想定される

が、（2）と（3）は、各土器のプロポーションが共通していることから、ほかの段階ほどには明確

に分離できるわけではない。そのため、（2）と（3）は同じ段階ととらえておき、中期を中I期か

ら中Ⅲ期の3区分とする。各期はさらに細部におけるプロポーションの変化や調整の差などから、中

Ⅱ期は5中期、中Ⅲ期は2小期に分けられると考えられる。

〈中Ⅱ期〉

まず新庄尾上遺跡では、中Ⅱ期の土器から認められるようになる。66トレンチのSB89（2）01・02出

土の土器のうち、その古相が相当する。中Ⅱ期の最終となる中Ⅱ－5期の時期である。壷形土器はや

や頚が長いタイプ（A）とやや短いタイプ（B）の2種がある。胴部には、描線が弱くなったクシ措

文が認められる。嚢形土器は口緑端部が若干上方に拡張する傾向がある。高杯形土器は、受け部が残

存しているものがないが、椀状や口縁部が「く」字形に開く形態であろう。脚部との接合部は円板充

填である。脚端部はほとんど拡張せずにおさめている。器台形土器は脚端部しかわかならないが、比

較的薄手で内面のヘラケズリも丁寧である。端部は水平であり、立ち上がりはない。

〈中Ⅲ期〉

この時期の土器がまとまって出土したのは中Ⅱ期と同様に66トレンチのSB89（2）01・02である。し

かし、散在的ではあるが、全体の出土土器量としては最も多い。中Ⅲ期はさらに2つの中期に分ける

ことができるが、両中期の土器を認めることができる。

まず中Ⅲ－1期は、壷形土器では頚部に凹線文をめぐらした長頸壷が成立する。ただし、口緑部の

開きは弱く、口緑端部の拡張も顕著ではない。葉形土器は、中Ⅱ期の嚢形土器と比較すると、口縁端

部の拡張が大きくなり、外端部に凹線をめぐらす。粘土紐を付加してさらに上方に拡張するものも認

められる。限定的になるが、器表面の残存状態が良好なもので見ると、外面は胴部上半までへラミガ

キが及んでいる。高杯形土器は、口綾部が上方に屈曲し、外面に明確な凹線を施すものが認められる。

口線上端部は拡張されていない。出土してはいないが、椀状の形態で、端部がT字形に拡張される形

態も存在する。脚端部は中Ⅱ期のようにほとんど拡張しないタイプと上方に突出して丸くおさめるタ

イプが存在する。器台形土器は、脚端部がやや斜め上方に立ち上がり、さらに外端面を強くヨコナデ

することによって端部の断面形が丸く突出する。

中Ⅲ－2期は、66トレンチのSB89（2）01・02の新相の土器が指標となる。壷形土器は、頚部に凹線
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を施し、口縁部が外開きになるのが特徴的で、口緑端部の拡張も顕著である。出土土器では典型的で

はないが、口縁端部を下方へ拡張するものも顕著となる。中Ⅱ期からの系譜を引く頚の短い壷形土器

Bもあるが、口緑端部が断面丁字形に拡張されるようになり、しかも胴部の無施文化が主体となる。

直口する口縁部で、算盤形の胴部を有し、脚の付属する壷形土器Cが認められる。算盤形の胴部の端

部を外側に折り曲げる器形もあり、法量差も認められる。器種としては鉢形土器となる。壷形土器C

は中Ⅲ－1期でも存在するが、中Ⅲ－1期とは胴部の屈曲部にシャープさがない、脚部が低いといっ

た点が異なっている。葉形土器は、大小あるものの、口縁端部を断面丁字形に拡張し、外端部に凹線

をめぐらせる。凹線やヨコナデは極めてシャープであり、器壁も薄い。高杯形土器は口緑部が屈曲し

て上方に拡張されるものと、椀状になるものがあり、前者については上端部が拡張されてヨコナデに

よる凹線が認められる後期の高杯形土器に近いものもある。器台形土器は、下方への拡張の方が顕著

となる。

弥生時代後期から古墳時代前期（図122）

弥生時代後期の土器は、大枠では後I～Ⅳ期の4期に分けることができる。各時期はさらに2小期

に分けることができるが、今回の出土土器では分離することができなかった。そのため、大枠の時期

ごとに整理する。また古墳時代前期は古前I期～古前Ⅲ期までの3期の大枠でとらえることができ、

さらに各期2～3中期に分けることができるが、該期に属する土器は極めて少なく、大枠の時期区分

で整理する。

〈後I期〉

葉形土器と器台形土器のみの出土が認められる。葉形土器は、前段階となる中Ⅲ期の葉形土器と比

べると、器壁も厚手であり、ヨコナデもシャープさを失う。土器製作に対し、投下労力の減退をうか

がわせる。口縁端部の拡張も下方のみとなり、顕著でなくなる。内面のヘラケズリは、頚部の下半ま

で達するようになる。器台形土器は、筒部径の細いタイプのみが認められ、タテ方向に円孔が並ぶ。

部分的にヘラ措沈線文がめぐらされている。

〈後Ⅱ期〉

葉形土器は、胴部最大径が上方に上がり、口縁部付近の拡張も後I期と比べ顕著でなくなる。内面

のヘラケズリは頚部付近にまで達するようになる。高杯形土器は、口縁部が外湾して開く。器台形土

器は、「ハ」字形に端部が開く大きなものと、器高の低いものがある。これらは、中期以来の器台形

土器の系譜を引くもので、後Ⅲ期において急速に発達して墓前に供献される特殊器台になるものであ

る。ほかに後I期から認められる筒部径の細い小型の器台もあり、透かし孔はあるが施文のないもの

が主体である。筒部の形状はエンタシス状となる。

〈後Ⅳ期〉

出土した後期の土器のうち、この期に属する土器が最も多い。壷形土器は3種がある。口縁部が受

け口状になった長頸壷形土器は、長頸壷形土器の系譜を引く最後の形態である。「く」字形に外反し、

口緑端部を上方に拡張した短頸壷形土器、脚台を有する直口壷形土器がある。葉形土器は、口縁端部

の形態によりA～Dまでの4種があるが、そのうち上方に拡張し外端部に凹線をめぐらす（B）が、

いわゆる吉備型嚢と呼称されるものである。この期以降当地において主流となる嚢形土器である。葉

形土器Cは、但馬系の土器である。ほかに播磨、もしくは畿内系の嚢形土器の底部や小片も出土して
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いる。高杯形土器は口緑部が屈曲して立ち上がるタイプと椀状の口縁部となるタイプがある。いずれ

も短脚で、柵かなへラミガキを施すものや、水漉し粘土を使用するものが主体である。鉢形土器は

「く」字形に外反する口緑部を有するものと、口緑端部をわずかに上方に拡張するものや、やや高台

状の底部に直口する口緑部のものがある。器台形土器は、それまでの形態のものは認められず、皿状

の受け部に短い脚部を付属させた小型器台が認められるようになる。

〈古前Ⅱ期〉

極めて少量の土器しか出土していない。壷形土器は、脚部の付属するもののみで、しかもかなり租

雑な調整である。嚢形土器は、いわゆる吉備型嚢で、比較的薄手であるが、口緑部は稜もなく、屈曲

も甘い。器台形土器は椀状の受け部をもつ小型のものである。

調査区から出土した土器を年代的に整理した結果、中Ⅱ期末から古墳時代前期前半までの時期幅に

あることが明らかとなった。さらに量的な多寡からみてみると、中Ⅲ期にピークがあり、それほど顕

著な密集度とはいえないが、新庄尾上遺跡の弥生集落は隆盛を迎えるといえる。この時期に属するの

が鳥装の司祭者や高楼建物を措いた土器片である。その後、後期に入っても細々と集落は存続するよ

うではあるが、後Ⅲ期、後期中葉にいたって廃絶する。後期に入ると、旭川中流域の山間部（旧御津

町域）では、原遺跡（二宮1988）、上伊田遺跡（長谷川2005）、伊田沖遺跡（二宮1988）、平岡西遺跡

（長谷川1991・1992）などが出現する。中期の遺跡が、現況では新庄尾上遺跡しか確認できていない

点からすると、遺構密度が貧弱ではあるが、地域の拠点集落として新庄尾上遺跡が中期末に成立した

後、後期に入って解体し、各所でさらに小さな領域での拠点集落が成立したと解釈される。その後、

後期末に集落が一時的に傾城されるが、廃絶した後は断続的に居住地として利用されたのであろう。

ただ、後Ⅲ期において、一時期完全に廃絶した点は、この時期において、当地では墳丘を有する特

定個人墓が継続的に営まれ、それが古墳時代へとつながっていくことからも、地域的にみると時代の

画期といえる。墓制における画期が集落の動向とも連動していることをうかがわせる例証になるもの

でもある。

参考文献

二宮　治夫1988「原　遺　跡」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告3』御津町教育委員会

二宮　治夫1988「伊田沖遺跡」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告4』御津町教育委員会

長谷川一英1991「平岡西遺跡Ⅱ」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告7』御津町教育委員会

長谷川一英1992「平岡西遺跡I」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告8』御津町教育委員会

長谷川一英2005「上伊田遺跡」『御津町埋蔵文化財発掘調査報告11』御津町教育委員会
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第2節　絵画土器

新庄尾上遺跡から出土した絵画土器については資料紹介をし、公開してきた。今回、この報告書を

作成するにあたって、改めて見直してみた。

絵画土器の土器

絵画が措かれた弥生土器（192・193）は66トレンチ第6遺構面で検出した竪穴建物SB89（2）01・02

の埋土から、整理箱2箱分の土器に混じって出土した。調査時、泥棒の中から手探りで遺物を採集す

るような状況であったため、この絵画土器も後の整理作業中に発見した。土層断面観察から埋土は建

物廃絶後の竪穴に東の高位側から流入した状況が窺える。土器の摩滅が少ないので、遠方から持ち込

まれたものではない。

192・193は壷形土器の胴部上半である。外面は頚部への立ち上がり部に残存部で3条の凹線文を

施した後に、目は粗いが丁寧なパケメ調整で仕上げられている。絵画を措くキャンバスになることを

意識したのであろう。内面は全面に整形時の指頭庄痕が残存し、上半はナデ調整で、下半はナデ調整

の後、租くパケメ調整で仕上げられている。胎土には径0．5～3mmの花崗岩起源の細礫を多く含む。

同時に出土した他の土器も同様の胎土で、絵画土器が特に精製された粘土を使用したようではない。

新庄尾上遺跡周辺の地質は花崗岩質である。現在でも、花崗岩風化土、いわゆる真砂土の採取が行わ

れている。絵画土器を製作した粘土も遺跡近隣で調達されたものであろう。192の外面には黒斑がみ

られる。調整方法や胎土から192・193は同一固体と考えられるが、接合部は無い。また、同時に出

土した土器にも接合するものは無かった。他の絵画土器の出土例と同じく、廃棄時に破砕したのであ

ろう。時期は弥生時代中期後葉、中Ⅲ期に位置付けられる。

絵画は凹線文から1．5cmほど下の胴部に、鋭利な細い串状の工具を用いて措かれている。線の太さ

は0．5mmシャープペンシルの芯より細い。焼成時の収縮を考慮しても、かなり細い工具を用いている。

線の両側に堤防状に押し出された粘土が見られることから、土器の表面が完全に硬化する前に措かれ

ている。線はためらい無く、一気に引かれている。線の修正も見られない。作者は絵画の描写に手馴

れている様である。また、縦線の断面を観察すると、Ⅴ字型の断面の右側の立ち上がりが媛やかであ

る。描写の際に、工具を右に傾けて、引き下ろしていることが窺われる。横線も基本的に左から右へ

引かれている。これらのことより、作者は右利きであると想定できる。

絵画土器（192）の絵画

192は最大で縦9．5cm、横10．5cmである。向かって右から並行する2条の円弧、人物、3．1cmの空間

を開けて、半円、2ヶ所の鋭角をなす山形が残存している。左側の山形の頂点の左右から上方に、2

条の並行する幅1mmほどの浅い線が措かれている。この線の工具は193の建物の絵画の右側の線と同

様のもののようである。192の絵画は一連のものであろうが、人物の左右のものが何を表しているの

かは、この破片だけでは不明である。

人物を詳細に見てみたい。絵画は原則的に上から下へ措かれている。丸い頭部は左側に不定形な三

角形の突起が措かれている。突起の基部の縦線で頭部と三角形のくちばし状の部分を区画している。

顔の表現は無い。頚部は頭部に比べると太く長い。胴部は長方形で、左右の角から内側に湾曲する線
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が措かれている。曲線が最も接近する付近で、左右の線をつなぐ様に1条の横線が引かれている。さ

らに残存部の下端に横線が引かれているのが、わずかに見られる。頭部、頚部、胴部の境の表現はみ

られない。肩部は怒り肩風に鋭角をなしている。胴部の角の肩部から、腕を表す湾曲する線が左右に

伸びる。その先端近くで、扇形に開く様に、上下に3本の直線が措かれている。指の表現は腕の線と

合せて4本である。脚部は欠損している。また、頭頂部には箆状工具を斜めに押し当て、引き下ろし

た幅7mmの窪みに4条の凹線がみられる。左側を強く押し当てていた様で、左端の線の下方は頭部の

中にまで入り込んでいる。誤って工具を当ててしまったのかもしれないが、丁寧な絵画表現や表面調

整から、誤った痕をそのままにしておくとは考えがたい。これも絵画表現の一部と見るべきであろう。

人物絵画の表現しているものを考えてみたい。頭頂部の線は、他の線と比較すると太く浅い。やわ

らかい雰囲気が感じられる。羽毛等で作られたとさか状の頭飾りを装着している様子を表している。

頭部は三角形の部分と区画することによって、くちばし状の仮面を装着している様子を表している。

両腕は肘を軽く曲げ、左右に大きく広げている。掌も大きく扇状に開いている。胴部は内側の鼓状の

ものが胴体を、外側の長方形はマントの様な衣装を羽織っている状況を表している。さらに、胴体中

央の横線は貫頭衣の様な衣服を縛る紐とすれば、頭部とのバランスからも細身の弥生人とみれる。残

存部下端の横線は衣服の裾を表している。しかし、衣服の襟制の表現が見られない。他の部分の表現

力から見て、書き落としたとは考えがたい。そこで、残存部下端の横線に着目したい。下端の横線と

胴体中央の横線と併せると台形の区画になる。胴体の下半にあたる位置関係から、この区画が腰巻状

の衣服の表現と考えられる。襟剤の表現が無いのも、上半身が衣服を着用していない裸体であるこ

とからによる。
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頭部と胴部の向きを見ると、このままでは頭部は側頭部にくちばしの仮面を装着していることにな

るか、頭部を右に90度曲げていることになる。これはむしろ、仮面は顔面に装着しているが、くち

ばしを強調するために頭部は側面から、胴部は正面から措くという多視点画とみるべきであろう。顔

の表現が無く、頭部と頚部の境の表現が無いのも、それが側頭部であるからである。

この様に、192に措かれた人物は頭飾り、くちばし状の仮面、マントを身に着けている。民俗例や

他の絵画土器に照らし合わせると鳥装の人物、取り分け、マツリゴトを司る司祭者の姿を現している

ことになる。上半身に女性を示す乳房ような表現が見られないことから、この司祭者は男性と想定で

きよう。

絵画土器（193）の絵画

193は最大で縦8．8cm、横5．5cmである。向かって左側に建物の右側のみが残存している。

建物を詳細に見てみたい。絵画は原則的に上から下へ、外から中へ措かれている。輪郭と内側の線

では、輪郭の方がやや太く、深く措かれている。線の使い分けが窺われる。屋根は寄棟風で、内側は

斜格子で充填している。棟の先端から斜め上方へ緩やかな円弧を措きながら延びる線が措かれてい

る。その左側にも棟から延びる線が1条見られる。さらにその上方に、棟の先端から延びる線と同様

に円弧を描きながら延びる線が1条描かれている。屋根の下には1条の線で柱が残存部で2本描かれ

ている。それに直交する1条の線で床を表している。床下には1条の線で表された高い柱が残存部で

2本措かれている。右側の柱は軒から一気に線が引かれている。さらに、建物の右側に軒の辺りから

幅1．5mmの1条の広く浅い線が右下へ措かれている。一見すると、2条の様に見えるが、線が完全に並

行することから、細い箆状工具を用いて描かれたものである。

建物絵画の表現しているものを考えてみたい。寄棟屋根の棟端に千木が、その後ろには堅魚木が置

かれている。屋根はカヤ葺きであろう。他の建物絵画例では柱は屋根から直接措かれているが、この

絵画では、屋根の下には床が描かれ、屋根との間に空間

が表されている。各地で復元されている高床建物に照ら

し合わせると写実的といえる。柱間は空自である。壁の

表現を省略したのか、吹き抜けなのだろうか。床下の柱

の高さは、現存部で床から棟までの高さの2倍である。

かなりの高床建物である。左側の柱は床の上下で位置が

ずれている。屋根に注目すると、屋根の右端を表す線が

棟に当たる所からその線とほぼ直角に左下へ延びる線が

描かれている。人物絵画と同じく、多視点画で見てみる

と、この2本の線の間が側面（図124　綱点部）となり、

側面の左側の柱は欠損部に描かれており、現存部の左側

の柱は正面から見た時の奥の角の柱を表していることに

なる。建物の正面から見えるものと、側面から見えるも

のを同一画面に表していることになる。建物の右側の線

であるが、他の建物絵画例で見ると梯子の表現は2条の

縦線の間に多数の横線を措いている。また、寄棟建物の
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場合、梯子が建物に取り付く場所も建物の端部ではなく、床下である。この様に建物の右側の線を建

物へ出入りするための梯子の表現とみるには疑問もあるが、ここでは板梯子の表現とみたい。梯子を

用いた妻入り構造である。建物と線が異なるのは、梯子が常設のものではなく、必要に応じて掛ける

もので、その有無という2つの場面を一度に表しているのであろう。

この様に、193に措かれた建物は棟飾りをもち、床の高さが非常に高い。日常生活で使用される建

物とは考えがたい。さらに、妻入りである。この建物は古代出雲大社本殿復元図に通じるものがある。

193の建物は192に措かれた鳥装の司祭者が祈りを奉げる神殿を表しているのであろう。

棟の上方に1条の円弧を措きながら延びる線が措かれている点について、棟飾りの一部、あるいは

別の絵画なのかもしれないが、もう一層、すなわち二階建てで、その棟飾りの端部の表現ということ

をひとつの可能性としてあげたい。

絵画の内容

前述のように192、193は同一固体である。壷形土器の肩部に絵巻物風にひとつの物語を措いたの

である。その物語とは鳥装の男性司祭者が高床の神殿の前で祈りを奉げるという物語である。欠損部

には土地の神である鹿が措かれていたのであろう。

実際に新庄尾上遺跡でこの様な祭祀が行われていたのであろうか。前節でも述べたように、絵画土

器の時期、弥生時代中期後葉は新庄尾上遺跡が隆盛を極めた時期である。地域の拠点集落として、

人々が集い、鳥をイメージした装飾をした司祭者を中心に、豊穣を祈願したマツリを行っていたので

あろう。

しかし、もうひとつの絵画である高床の建物に相当するような遺構は検出していない。調査区外に

存在する可能性も無くはないが、実際にこの様な超高床建物が存在したとは考えがたい。弥生人の心

象風景であろう。神殿に相当する建物が存在していたとしても、各地で見られる高床建物程度の規模

であったのであろう。それすらもなく、壷に能力を持たせるために、神聖な司祭者や建物を壷に措い

ただけなのかもしれない。

空を飛ぶ鳥の姿を真似たり、異常な床の高さの建物は弥生人の高さ、空への信仰の表れであろう。

空は豊穣を祈願した相手であるカミが住む所、鳥はカミとの使者と認識していたのであろう。新庄尾

上遺跡周辺の人々はその後も鳥に対する信仰を持ち続けたようである。新庄尾上遺跡の北1．1kmに位

置する平岡西遺跡は新庄尾上遺跡の後継集落のひとつである。そこから弥生時代後期末期に位置付け

られる、スタンプ文で加飾された壷型土器が出土している。この壷型土器は焼成前に底部を大きく到

り抜かれる等、供献土器であることは明らかなものである。その土器に施されたスタンプ文の中に長

いくちばしを持つ鳥形のものが見られる。非日常的なものに鳥の姿が見られるというのは、人々が鳥

を特別なものとして意識していたことの表れであろう。

絵画土器が出土した66トレンチ周辺は集落の南西端部にあたる。この周辺は調査面積に比して、

弥生時代の遺構は竪穴建物1棟をはじめわずかしか検出していない。積極的に利用していた状況は窺

えない。ここは特殊な非日常的な空間としていたようである。つまり、祭祀場として利用し、祭祀の

中で、供献された土器を破砕し、その破片が竪穴建物廃絶後の窪地へ流れ込んだと想定できよう。

最後になったが、本節をまとめるにあたり、深揮芳樹氏、根木修氏から種々有意義なご教示を頂い

た。深く感謝します。
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図版1
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1　調査地遠景
（西上空から）

2　東区遠景
（北東から）

3　東区遠景
（北西から）



図版2
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1　27トレンチ
遺構面

（北西から）

2　27トレンチ

SB8801

（南東から）

3　28トレンチ

第1遺構面
（南東から）
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1　28トレンチ

第2遺構面
（南東から）

2　29トレンチ

遺構面
（南西から）

3　30トレンチ
遺構面
（南西から）



図版4
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1　31トレンチ

第1遺構面
（東から）

2　31トレンチ

第2遺構面
（東から）

3　31トレンチ

SB8802

（北から）



図版5
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1　31トレンチ

SB8803

（東から）

2　32トレンチ

第1遺構面
（東から）

3　32トレンチ

第2遺構面
（東から）



図版6

1　33トレンチ

第2遺構面
（西から）

2　34トレンチ

遺構面

（西から）

3　35トレンチ

遺構面

（北から）
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1　35トレンチ

SB8804

（北西から）

2　36トレンチ
遺構面
（北西から）

3　37トレンチ

遺構面

（西から）

図版7


